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現在の仕事を選んだ理由・きっかけは何で
すか。

　実家が農業をしていたというのは大きく，
かかわりの深い仕事に就こうと思っていま
した。栽培技術指導の仕事に就くことで，
自分の栽培技術を磨き，農業の経験を積む
ことができます。
　農業の仕事に就くことを意識し始めたの
が中学生の頃で，農業についての勉強を
もっと深めたかったので高校は農業高校を
選びました。ちょうど自分の学びたいコー
スがあったので，愛媛大学の農学部に進学
することも高校２年生で決めていました。
いずれは実家の農業を継ぎたいと考えてい
ますが，まずは技術を身につけ，伝えてい
くことができる仕事に就こうと考えました。
実家にも貢献でき，地域とのつながりを深
めることができるというのが，ＪＡを選んだ
一番の理由ですね。

現在どのような仕事を担当していま
すか。

　営農指導員のメインの仕事は作物の栽培
技術の指導です。種や苗の育て方だけでな
く，土の中の成分や何を植えるかで，どの
肥料を使うかなど，土作りの指導もします。
作物につく病原菌を予防することもあり，
お医者さんのような役割でもあります。畑
ごとに土の性質や気候が違うので，先輩や
農家の方から教えてもらうことも多いです
ね。また，営農部の指導員はそれぞれ担当
の品目があり，私は「伊予なす」を担当し
ています。さらに，作物ごとの部会があり，
栽培時や出荷時に農家の方に講習をしたり，
それ以外の活動をサポートしたりするほか，

家庭菜園の相談も受けるので，様々な種類
の作物についての知識が問われます。

在学時について教えてください。

　アルバイトがサークル代わりという感じ
で，スーパーで販売のアルバイトをしてい
て，商品の仕入れやレジ打ちをしていまし
た。
　３回生の頃には，引越しや棚卸し，ライ
ブの設営などのアルバイトも掛け持ちして
いました。稼いだお金はバイクにつぎ込み，
１回生から２回生にかけて部品を少しづつ
購入して，一からバイクを組み立てたこと
もあります。そのバイクで，学生時代の長
期休暇には四国一周をしました。機械の組
み立てに関してはもともと興味があって，
高校は機械科に進学しようと考えたことも
ありました。自分で作ることが好きだと思
いますが，バイクを組み立てたことで機械
には満足したので，農業に専念しようと思
うようになりました。

社会人になって気を付けていること・大事
にしていることは何ですか。

　農業に携わっている方はもちろん，職場
でも年上の方ばかりですから，一番は目上
の人を敬うことですね。仕事が始まる20分
前には出社するなども社会人として心がけ
ています。
　また，農家の方の中には，自分のことを
息子や孫のように親しみをこめて接してく
れる農家の方もいます。だから，誰に対し
ても嘘をつかないことや，素直であること
も大切ですね。それと，農業の現場では，
教科書の知識では対応できないこともたく

さんあるので，わからないことはメモを取
ることも大事です。メモしたことは必ず調
べますし，農家の方が欲しがっている情報
や必要な情報もメモしておいて，次の訪問
では調べて伝えるようにしています。

自身の就職活動などの経験を踏まえて愛大
生へメッセージをお願いします。

　私は就職活動ではあまりたくさんの企業
を受けていませんが，それでよかったと
思っています。
　というのも，とりあえずと思っていろん
な企業を受けるとそれぞれの志望動機を考
えたり，準備することや対策に追われたり
して，「絶対にここで働きたい」というのが
見えなくなると思います。就職活動での後
悔をあげるとしたら，動き始めるのが遅
かったことですね。自己分析であったり，
SPIなどの試験対策であったり，準備するこ
とがたくさんあって，就職活動が解禁され
てからだと遅いので，早めに動いたほうが
いいと思います。企業がどんな人を求めて
いるのかといった情報をたくさん仕入れて，
自分が働きたいと本当に思ったところに
絞って就職活動に臨んでいってください。

(平成27年７月取材)

ＪＡえひめ中央　西田 仁志さん

（2014年３月　農学部農産漁村地域マネジメント特別コース　卒業）
〈現在：ＪＡえひめ中央城南営農支援センター　営農指導員〉

幼い頃からなんでも自分で作るのが好きで，実家が農業であること
をきっかけにこの仕事に就くことになりました。

現在の仕事を選んだ理由・きっかけは何で
すか。

　愛媛出身なので，愛媛に恩返しがしたい
というと大げさですが，地元貢献がしたい
ので，愛媛に本社がある企業を中心に選ん
で就活していました。そもそも，就職活動
をそんなにたくさんしてなくて，絞って
やっていましたね。もともと色々なことに
対して興味があったので，せっかく仕事に
するのであれば，面白いことをしたいなと
いう思いもありました。その中で，ホーム
センターであれば，自転車であったり，
ペットであったり，普段触らないものもた
くさん売っていますので，色々な知識が身
について，面白そうだなと思って，ホーム
センターという業界を選んだんです。その
業界で愛媛に本社があるのはDCMダイキ
だったので必然的にここに決めました。

現在どのような仕事を担当していますか。

　採用教育課というところで，新卒採用や
アルバイトやパートの求人の手続きという
採用面の業務と，DIYアドバイザーなどの資
格取得講座や研修の手配といった教育面の
業務を行っています。
　入社直後の１年半は徳島の店舗で販売の
スタッフをしていました。その後，１年ほ
どHPやポイントカード制度の管理を行う部
署にいて，2014年９月に今の部署に来まし
た。同じ会社でお店の経験だけでなく，HP
関連のシステマチックなことができたり，
対外的な採用活動に携わったりと色々な
チャンスを与えてもらって，部署ごとの楽
しさややりがいを感じつつ，たくさん勉強

させてもらってます。いつかはお店に戻っ
てここでの経験を生かしたいですね。

在学時の所属サークル・部活について教え
てください。

　法文バスケットボール部というサークル
に１回生の初めからずっと入っていました。
もともと家族がバスケをしていた関係で，
小学生からずっとバスケをしていて，それ
を続けたくて入ったんです。
　法文バスケは結構大所帯だった記憶があ
りますが，毎回の参加者はあまり多くなく，
大会とかもなかったのでバスケをしたいメ
ンバーで気軽に楽しんでいました。球技全
般が好きだったので，大学生の途中からは
スポーツ愛好会というサークルとも掛け持
ちをして，バスケだけでなくいろいろなス
ポーツを楽しんでました。こちらはこじん
まりとした団体でしたが，気分によってバ
レーボールやサッカーなどメンバーがそれ
ぞれやりたいことを自由にやっていました。

在学時について教えてください。

　大学では塾講師のアルバイトをしていま
した。
　自分がもともと通っていた塾だったので
すが，大学生になったとき，教えることが
好きだったこともあって，塾の講師をやっ
てみようと思いました。
　教えていた教科は国語や英語，歴史など
文系科目が中心でしたが，中学までの数学
なども教えていました。小学生の算数は，
頭の固くなってしまった大学生では意外と
解けない問題もあって，大学に持って行っ
て友人と一緒に考えたこともあります（笑）
教えるということは自分も理解していない
といけないので，自分にとってもすごく勉
強になりました。塾講師のバイトのおかげ
で，就活の際にSPIなどの試験対策をほとん
どする必要がなかったのもよかったです。

ご自身の就活対策や，現在採用担当になって思う
こと，また就活生へメッセージをお願いします。

　私の場合，塾講師のアルバイトのおかげ
で筆記試験対策をする必要があまりなく，面
接対策に力を入れていました。企業のHPを
見るなど，手に入れられる情報を基に，なぜ
入りたいかというところをしっかり考えまし
た。自分の就活で後悔しているのは，就職支
援課などをもっと利用して，OB・OG訪問を

積極的にすればよかったということですね。
先輩の生の声ってすごく大事な情報だと思
うので，学生の皆さんにはぜひ知っていただ
きたいです。採用担当になっても，やっぱり
「なぜこの会社に入りたいのか」を重視して
います。入社後に伸びる可能性が感じられ
るのは，志望動機や将来のビジョンがはっき
りしている学生の方なんです。
　学生の中には，転勤に対してマイナスの
イメージを抱いている人が多いと思います。
私もその一人でしたが，やってみると，一
人暮らしも楽しいですし，知らない土地で
暮らすことによって知ることもたくさんあ
ります。
　一人暮らし自体も初めてだったので，自
炊や防犯はもちろん，そもそも生きていけ
るのか，不安ばかりでした。でも暮らして
みると何とかなりますし，特に料理は結構
こだわる方で，何時間も煮込んで豚の角煮
を作ることもありました。転勤した徳島・
吉野川市の温厚な人柄も幸いして，最後は
松山に帰るのがさびしく感じるほどでした
ね。知らない土地での暮らしは不安だと思
いますが，チャンスだと思って前向きに捉
えてほしいと思います。

社会人になって気を付けていること・大事
にしていることは何ですか。

　４年目になると，気が緩みがちになって
くるので，しっかり引き締めていこうと
思っています。今の部署も１年が過ぎて，
日々のルーチンにも慣れましたが，慣れた
頃に一番失敗するんですよね。
　私もつい最近失敗してしまったので，分
かっていることでも何回も見直すようにして
います。それと，言われたことだけをするの
ではなくて，自分で考えて動くということも
大事にしています。１年目は分からないこと
ばかりで，言われたことをやるのがいっぱい
いっぱいだと思います。でも，４年目の今は
もう新人と呼ばれる時期でもないので，「ま
だですか」って待つだけではなくて，自分か
ら「こうした方がいいんじゃないですか」っ
て動くように心がけています。

DCMダイキ㈱　岸 愛恵さん
(平成27年６月取材)

（2012年３月　法文学部人文学科卒）
〈現在：DCMダイキ㈱　総務・人事部　採用・教育課　主任〉

面白いことをしたいと選んだホームセンター業界。転勤した土地
での販売スタッフや，採用・教育担当など多くの経験を積んでき
ました。

〈在学時の写真〉

先輩に学ぶ 先輩に学ぶ
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現在の仕事を選んだ理由・きっかけは何で
すか。

　実家が農業をしていたというのは大きく，
かかわりの深い仕事に就こうと思っていま
した。栽培技術指導の仕事に就くことで，
自分の栽培技術を磨き，農業の経験を積む
ことができます。
　農業の仕事に就くことを意識し始めたの
が中学生の頃で，農業についての勉強を
もっと深めたかったので高校は農業高校を
選びました。ちょうど自分の学びたいコー
スがあったので，愛媛大学の農学部に進学
することも高校２年生で決めていました。
いずれは実家の農業を継ぎたいと考えてい
ますが，まずは技術を身につけ，伝えてい
くことができる仕事に就こうと考えました。
実家にも貢献でき，地域とのつながりを深
めることができるというのが，ＪＡを選んだ
一番の理由ですね。

現在どのような仕事を担当していま
すか。

　営農指導員のメインの仕事は作物の栽培
技術の指導です。種や苗の育て方だけでな
く，土の中の成分や何を植えるかで，どの
肥料を使うかなど，土作りの指導もします。
作物につく病原菌を予防することもあり，
お医者さんのような役割でもあります。畑
ごとに土の性質や気候が違うので，先輩や
農家の方から教えてもらうことも多いです
ね。また，営農部の指導員はそれぞれ担当
の品目があり，私は「伊予なす」を担当し
ています。さらに，作物ごとの部会があり，
栽培時や出荷時に農家の方に講習をしたり，
それ以外の活動をサポートしたりするほか，

家庭菜園の相談も受けるので，様々な種類
の作物についての知識が問われます。

在学時について教えてください。

　アルバイトがサークル代わりという感じ
で，スーパーで販売のアルバイトをしてい
て，商品の仕入れやレジ打ちをしていまし
た。
　３回生の頃には，引越しや棚卸し，ライ
ブの設営などのアルバイトも掛け持ちして
いました。稼いだお金はバイクにつぎ込み，
１回生から２回生にかけて部品を少しづつ
購入して，一からバイクを組み立てたこと
もあります。そのバイクで，学生時代の長
期休暇には四国一周をしました。機械の組
み立てに関してはもともと興味があって，
高校は機械科に進学しようと考えたことも
ありました。自分で作ることが好きだと思
いますが，バイクを組み立てたことで機械
には満足したので，農業に専念しようと思
うようになりました。

社会人になって気を付けていること・大事
にしていることは何ですか。

　農業に携わっている方はもちろん，職場
でも年上の方ばかりですから，一番は目上
の人を敬うことですね。仕事が始まる20分
前には出社するなども社会人として心がけ
ています。
　また，農家の方の中には，自分のことを
息子や孫のように親しみをこめて接してく
れる農家の方もいます。だから，誰に対し
ても嘘をつかないことや，素直であること
も大切ですね。それと，農業の現場では，
教科書の知識では対応できないこともたく

さんあるので，わからないことはメモを取
ることも大事です。メモしたことは必ず調
べますし，農家の方が欲しがっている情報
や必要な情報もメモしておいて，次の訪問
では調べて伝えるようにしています。

自身の就職活動などの経験を踏まえて愛大
生へメッセージをお願いします。

　私は就職活動ではあまりたくさんの企業
を受けていませんが，それでよかったと
思っています。
　というのも，とりあえずと思っていろん
な企業を受けるとそれぞれの志望動機を考
えたり，準備することや対策に追われたり
して，「絶対にここで働きたい」というのが
見えなくなると思います。就職活動での後
悔をあげるとしたら，動き始めるのが遅
かったことですね。自己分析であったり，
SPIなどの試験対策であったり，準備するこ
とがたくさんあって，就職活動が解禁され
てからだと遅いので，早めに動いたほうが
いいと思います。企業がどんな人を求めて
いるのかといった情報をたくさん仕入れて，
自分が働きたいと本当に思ったところに
絞って就職活動に臨んでいってください。

(平成27年７月取材)

ＪＡえひめ中央　西田 仁志さん

（2014年３月　農学部農産漁村地域マネジメント特別コース　卒業）
〈現在：ＪＡえひめ中央城南営農支援センター　営農指導員〉

幼い頃からなんでも自分で作るのが好きで，実家が農業であること
をきっかけにこの仕事に就くことになりました。

現在の仕事を選んだ理由・きっかけは何で
すか。

　愛媛出身なので，愛媛に恩返しがしたい
というと大げさですが，地元貢献がしたい
ので，愛媛に本社がある企業を中心に選ん
で就活していました。そもそも，就職活動
をそんなにたくさんしてなくて，絞って
やっていましたね。もともと色々なことに
対して興味があったので，せっかく仕事に
するのであれば，面白いことをしたいなと
いう思いもありました。その中で，ホーム
センターであれば，自転車であったり，
ペットであったり，普段触らないものもた
くさん売っていますので，色々な知識が身
について，面白そうだなと思って，ホーム
センターという業界を選んだんです。その
業界で愛媛に本社があるのはDCMダイキ
だったので必然的にここに決めました。

現在どのような仕事を担当していますか。

　採用教育課というところで，新卒採用や
アルバイトやパートの求人の手続きという
採用面の業務と，DIYアドバイザーなどの資
格取得講座や研修の手配といった教育面の
業務を行っています。
　入社直後の１年半は徳島の店舗で販売の
スタッフをしていました。その後，１年ほ
どHPやポイントカード制度の管理を行う部
署にいて，2014年９月に今の部署に来まし
た。同じ会社でお店の経験だけでなく，HP
関連のシステマチックなことができたり，
対外的な採用活動に携わったりと色々な
チャンスを与えてもらって，部署ごとの楽
しさややりがいを感じつつ，たくさん勉強

させてもらってます。いつかはお店に戻っ
てここでの経験を生かしたいですね。

在学時の所属サークル・部活について教え
てください。

　法文バスケットボール部というサークル
に１回生の初めからずっと入っていました。
もともと家族がバスケをしていた関係で，
小学生からずっとバスケをしていて，それ
を続けたくて入ったんです。
　法文バスケは結構大所帯だった記憶があ
りますが，毎回の参加者はあまり多くなく，
大会とかもなかったのでバスケをしたいメ
ンバーで気軽に楽しんでいました。球技全
般が好きだったので，大学生の途中からは
スポーツ愛好会というサークルとも掛け持
ちをして，バスケだけでなくいろいろなス
ポーツを楽しんでました。こちらはこじん
まりとした団体でしたが，気分によってバ
レーボールやサッカーなどメンバーがそれ
ぞれやりたいことを自由にやっていました。

在学時について教えてください。

　大学では塾講師のアルバイトをしていま
した。
　自分がもともと通っていた塾だったので
すが，大学生になったとき，教えることが
好きだったこともあって，塾の講師をやっ
てみようと思いました。
　教えていた教科は国語や英語，歴史など
文系科目が中心でしたが，中学までの数学
なども教えていました。小学生の算数は，
頭の固くなってしまった大学生では意外と
解けない問題もあって，大学に持って行っ
て友人と一緒に考えたこともあります（笑）
教えるということは自分も理解していない
といけないので，自分にとってもすごく勉
強になりました。塾講師のバイトのおかげ
で，就活の際にSPIなどの試験対策をほとん
どする必要がなかったのもよかったです。

ご自身の就活対策や，現在採用担当になって思う
こと，また就活生へメッセージをお願いします。

　私の場合，塾講師のアルバイトのおかげ
で筆記試験対策をする必要があまりなく，面
接対策に力を入れていました。企業のHPを
見るなど，手に入れられる情報を基に，なぜ
入りたいかというところをしっかり考えまし
た。自分の就活で後悔しているのは，就職支
援課などをもっと利用して，OB・OG訪問を

積極的にすればよかったということですね。
先輩の生の声ってすごく大事な情報だと思
うので，学生の皆さんにはぜひ知っていただ
きたいです。採用担当になっても，やっぱり
「なぜこの会社に入りたいのか」を重視して
います。入社後に伸びる可能性が感じられ
るのは，志望動機や将来のビジョンがはっき
りしている学生の方なんです。
　学生の中には，転勤に対してマイナスの
イメージを抱いている人が多いと思います。
私もその一人でしたが，やってみると，一
人暮らしも楽しいですし，知らない土地で
暮らすことによって知ることもたくさんあ
ります。
　一人暮らし自体も初めてだったので，自
炊や防犯はもちろん，そもそも生きていけ
るのか，不安ばかりでした。でも暮らして
みると何とかなりますし，特に料理は結構
こだわる方で，何時間も煮込んで豚の角煮
を作ることもありました。転勤した徳島・
吉野川市の温厚な人柄も幸いして，最後は
松山に帰るのがさびしく感じるほどでした
ね。知らない土地での暮らしは不安だと思
いますが，チャンスだと思って前向きに捉
えてほしいと思います。

社会人になって気を付けていること・大事
にしていることは何ですか。

　４年目になると，気が緩みがちになって
くるので，しっかり引き締めていこうと
思っています。今の部署も１年が過ぎて，
日々のルーチンにも慣れましたが，慣れた
頃に一番失敗するんですよね。
　私もつい最近失敗してしまったので，分
かっていることでも何回も見直すようにして
います。それと，言われたことだけをするの
ではなくて，自分で考えて動くということも
大事にしています。１年目は分からないこと
ばかりで，言われたことをやるのがいっぱい
いっぱいだと思います。でも，４年目の今は
もう新人と呼ばれる時期でもないので，「ま
だですか」って待つだけではなくて，自分か
ら「こうした方がいいんじゃないですか」っ
て動くように心がけています。

DCMダイキ㈱　岸 愛恵さん
(平成27年６月取材)

（2012年３月　法文学部人文学科卒）
〈現在：DCMダイキ㈱　総務・人事部　採用・教育課　主任〉

面白いことをしたいと選んだホームセンター業界。転勤した土地
での販売スタッフや，採用・教育担当など多くの経験を積んでき
ました。

〈在学時の写真〉

先輩に学ぶ 先輩に学ぶ
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井関農機㈱　奥村 和哉さん井関農機㈱　奥村 和哉さん
（平成27年11月取材）

（2008年３月　農学部生物資源学科情報生産コース　卒業）
〈現在：井関農機㈱　コンバイン技術部〉

モノづくりの楽しさを感じながら日々働いています。大学時代の専
攻と違う分野の仕事ですが，必要な知識やスキルは入社後身につけ
ました。

現在の仕事を選んだ理由・きっかけは何で
すか。

　元々は高校の農業教員を目指し，教員免
許を取得したものの，農業高校が年々少な
くなり募集人員が減っているという現状が
ありました。それらも含めて，自分がやり
たいことを再度考えたとき，農業機械を通
した農業へのかかわり方に気づきました。
　農業機械といえばまず井関農機が思い浮
かびました。元々，実家が農家で，使用し
ている機械が全て井関農機製のものだった
んです。地元で就職したい気持ちもあって，
井関農機を受けました。他にも，教員では
ないのですが，塾講師も受けました。今で
は，教えるというよりは自分で何か物を作
る方が向いているとわかっているので，こ
の仕事で良かったと思いますね。

現在どのような仕事を担当していますか。

　コンバイン技術部に所属して設計などを
担当しています。私は農業分野を専攻して
いたので，設計という分野は難しいかなと
思っていたのですが，研修後にコンバイン
が作りたいという希望を出したところ配属
されました。
　コンバインとは稲を刈り取り，それを漕
いて，排出して籾袋に入れる作業をする機
械になります。設計では刈り取り部，脱穀
部，走行部に分かれており，自分は全体の
操作に関わる走行部に所属していて，運転
のハンドルや足回りの設計をしています。
コンバインは基本的に車のようなタイヤで
はなく，クローラーというキャタピラーの
ようなもので走ります。そこの設計の中で
も電気系統の制御を主に担当しています。
　コンバインは２年に一度，新型が販売さ
れています。新しい製品を作り続けなけれ
ばならないという意味では，設計者という
仕事は大変だと思います。
　コンバインを作る際，まず上層部から来
る案を，設計を担当する我々がどうすれば
そのように機能するのかを考え図面におこ
し，試作機を作ります。その試作機をもっ
て，沖縄から北海道までの農家さんのとこ
ろへ稲刈りの試運転に行きます。ダメなと
ころがあれば持ち帰り，直してまた稲を刈
りに行くといった繰り返しですね。最後は
社内で耐久試験などを行い，クリアできた
ら量産して新型のコンバインが販売されま

す。自分が作ったコンバインが評価される
と嬉しいですし，やりがいにもなります。

在学時の所属サークル・部活について教え
てください。

　一年ほど硬式のテニスサークルに所属し
ていましたが，大学までは軟式テニスしか
やったことがなかったので，硬式テニスが
合わなくて辞めました。
　私は附属高校出身で，当時所属していた
軟式テニス部が練習しているコートが農学
部内にあるので，サークルを辞めてからは，
授業が終わったら部活に顔を出して高校の
後輩たちと練習に参加していました。大学
ではサークルよりもアルバイトの方を優先
し，４年間同じ飲食店で働きました。 アル
バイトを続けるうちにのめり込んでしまい，
最終的に調理師免許を取得しました。豚カ
ツメインのお店だったのですが，授業が終
わったら高校生とテニスをして，夜はアル
バイト先で豚カツを揚げていました（笑）

キャンパス内で思い出深い場所はありますか。

　研究室ですね。 グラインダーを削り出し
たり，穴を空けたりといった加工の作業が
できる特殊な場所だったのでよく覚えてい
ます。
　研究室では機械の組み立て作業をよくや
りましたね。組み立てる機械の設計までは
やらなかったのですが，井関農機などの農
業機械専門の人たちと共同研究といった形
で，実験データを取っていました。大学時
代を通して，研究室では機械を組み立てて，
アルバイト先で調理をしていたので，やは
り当時からなにか物を作るということが好
きでしたね。研究室の作業が終わればすぐ
にテニスをしてアルバイトへ行くという流

れだったので，キャンパス内にいる時間と
いうのは少し貴重だったかもしれません。

社会人になって気を付けていること・大事
にしていることは何ですか。

　やっぱりコミュニケーションですね。報
告・連絡・相談，「ホウレンソウ」という言
葉を耳にしたことがあると思うんですけど，
この３つは大事にしています。
　特にこの３つは，自分から発信していか
ないと相手には絶対に伝わりません。私の
仕事の場合だと，自分の考えだけで物を
作ってしまうと，後々，自分だけでは気づ
かなかった問題が起きることがあり，取り
返しのつかないことになります。一つ一つ
自分の考えていることに対して，一緒に仕
事をするメンバーに伝え，その人の意見を
聞き，取り入れていくことが大事だと思い
ます。７年間働いてきて，このことは大切
にしなければならないこととして身体に染
み付いています。

愛大生へメッセージをお願いします。

　繰り返しにはなるのですが，たくさんの
人とコミュニケーションを取るようにして
ください。
　就活や入社してからの仕事は，上司や取
引先といった，たくさんの人とコミュニ
ケーションを取ることによって成り立つも
のです。私は大学時代のアルバイト先でコ
ミュニケーションを取ることが多かったの
で，その経験は今の職場でも活きていると
思います。皆さんもアルバイト先であった
り，いろんな場面で誰かと働いたり，一緒
に作業をしたりすることがあれば，自分の
言葉でしっかり伝えるということを意識し
て取り組むようにしてみてはいかがでしょ
うか。またそういった機会を自分からどん
どん増やして，コミュニケーション力を高
めるよう努めてください。

〈在学時の写真〉

（平成27年10月取材）

AT＆T シンガポール法人　二宮 瑞樹さん

（2011年３月　理工学研究科電子情報工学専攻 修了）
〈現在：AT&T シンガポール法人〉

海外にもっと触れたいという思いから現在の仕事に就きました。
仕事や日常で使う英語は学生時代から取り組んでいました。

リンゴの早食い競争

現在の仕事を選んだ理由・きっかけは何で
すか。

　大学院修了後はNTTデータというIT系の日
系企業で４年間，通信ネットワークの設計
担当者として東京で働いていましたが，３
～４年目で海外案件を担当した際，日本と
は異なる文化や商習慣を持つ方々と仕事を
することの難しさや，それを工夫して乗り
越える楽しさを感じました。
　そこで，日本の会社では常に海外案件に
携われる訳ではないのと，英語力も向上さ
せたいという考えから，思い切ってシンガ
ポールにある現在の会社（アメリカ系企業）
に転職しました。シンガポールを選んだ理
由としては，公用語が英語であること・生
活水準が高く安全であること・日本に比較
的近い，といったところです。

現在どのような仕事を担当していますか。

　世界中の顧客（法人）拠点間を結ぶグ
ローバルネットワークを提供している運用
担当にあたるため，ルータ等の中継機器や
通信ケーブルに問題が発生した際のトラブ
ルシューティングを行っています。
　トラブルシューティングの結果，自分た
ちで遠隔地から直せる場合は対応し，機械
の故障等と判断した場合は現地国の委託会
社に機械の交換を依頼します。チームには
私の他にも日本人はいますが，シンガポー
ル 人，中 国 人，韓 国 人，ミ ャ ン マ ー 人，
フィリピン人と国際色豊かです。それぞれ
バックグラウンドが異なるのは当然ですが，
専門知識も異なるため互いに教え合いなが
らチーム全体の技術力を高めていっていま
す。

在学時について，聞かせてください。

　私はサークルには入っておらず，プライ
ベートはよく麻雀をしていました。すごく
熱中していた時期は週に何度も徹夜でして
いました。麻雀は，３人か４人でテーブル
を囲んでするので，いろいろな人と出会う
機会も多く，交友関係がそこで広がって
いった気がします。
　バイトは居酒屋，家庭教師，コールセン
ターの電話営業，パソコンでの事務処理な
どをしました。これらの経験はすべて普段
の業務の役に立っていると思っています。

ご自身の就職活動について教えてください。

　情報工学を専攻していましたが，プログ
ラミングに苦手意識を感じていたので，プ
ログラミングをあまりしない通信ネット
ワークの分野で就活をすることにしました。
また，研究室でも通信ネットワークの研究
を行っていました。
　加えて，英語を喋れるようになりたかっ
たので日本だけでなくグローバル展開を
行っている企業に的を絞って活動しました。
英語については元々興味があって在学時か
ら語学学校に通っていました。TOEICは当
時840点でした。
　就活を始めると英語のできるエンジニア
の需要が多かったように思います。自分の
強みは通信ネットワークと英語という二つ
の軸と感じていたため，たまたまかもしれ
ませんが英語を勉強していたことで企業選
択の幅が広がったように思います。その結
果として，自分の軸に合った前職に就きま
した。その後，もっと海外で研鑽したいと
思ったので転職したという感じです。

シンガポールについて教えてください。

　赤道付近の国なので暑いイメージがあり
ましたが，交通網が発達していることもあ
り，あまり直射日光に当たらないため暑く
て辛いということはないです。
　物価については家賃や日本食が高いのが辛
いですが，給与水準が高く，所得税が安かっ
たり住民税が無かったりするので暮らしやす
いと思います。勤務体系については，シンガ
ポールにある企業全体的に残業が少ないのが
特徴だと思います。例外もあるようですが，
日本との大きな違いだと思います。他にもテ
レワークが進んでいるように見えますね。

社会人になって気を付けていることはあり
ますか。

　特にシンガポールに来てからですが，将
来についてよく考えるようになりました。
今の会社は外資系ということもあってリス
トラも簡単に起こり得ますし，シンガポー
ル自体が転職文化なので，ほとんどの人が
３～４年ごとに転職してキャリアアップし
ていきます。また，以前行っていた一部の
業務が，人間に代わって機械ができるよう
になったりしてきています。
　このように一度会社に入れば安泰という
ことはないので，目の前の業務を遂行する
だけではなく，中長期的な将来のありたい
姿を見据えながら日々努力していくことが
必要だと思っています。

愛大生へメッセージをお願いします。

　大学生活は日々の授業や勉強，サークル
活動，アルバイト，飲み会等で忙しいと思
いますが，それを理由に本来やりたいこと
ができないということがないように取捨選
択すると良いかもしれません。たとえば短
期留学をしたくてその費用を捻出したいの
であれば，飲み会を減らしてその分バイト
を掛け持ちしたり，勉強して成績を上げて
奨学金をもらったり等です。
　社会人になれば，一般に時間が足りない
ため仕事でもプライベートでも無意識に優
先順位を決めて取り組むようになりますが，
学生のうちから物事の優先度付けを行い，
優先度の低いものを思い切って切り捨てる
ことができれば，より密度の高い学生生活
になると思います。これはそういう自分自
身が当時できていなくて後悔していること
なので，反面教師としてのメッセージとな
ります。（笑）

ナイトクラブを貸し切って開催された飲み会
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井関農機㈱　奥村 和哉さん井関農機㈱　奥村 和哉さん
（平成27年11月取材）

（2008年３月　農学部生物資源学科情報生産コース　卒業）
〈現在：井関農機㈱　コンバイン技術部〉

モノづくりの楽しさを感じながら日々働いています。大学時代の専
攻と違う分野の仕事ですが，必要な知識やスキルは入社後身につけ
ました。

現在の仕事を選んだ理由・きっかけは何で
すか。

　元々は高校の農業教員を目指し，教員免
許を取得したものの，農業高校が年々少な
くなり募集人員が減っているという現状が
ありました。それらも含めて，自分がやり
たいことを再度考えたとき，農業機械を通
した農業へのかかわり方に気づきました。
　農業機械といえばまず井関農機が思い浮
かびました。元々，実家が農家で，使用し
ている機械が全て井関農機製のものだった
んです。地元で就職したい気持ちもあって，
井関農機を受けました。他にも，教員では
ないのですが，塾講師も受けました。今で
は，教えるというよりは自分で何か物を作
る方が向いているとわかっているので，こ
の仕事で良かったと思いますね。

現在どのような仕事を担当していますか。

　コンバイン技術部に所属して設計などを
担当しています。私は農業分野を専攻して
いたので，設計という分野は難しいかなと
思っていたのですが，研修後にコンバイン
が作りたいという希望を出したところ配属
されました。
　コンバインとは稲を刈り取り，それを漕
いて，排出して籾袋に入れる作業をする機
械になります。設計では刈り取り部，脱穀
部，走行部に分かれており，自分は全体の
操作に関わる走行部に所属していて，運転
のハンドルや足回りの設計をしています。
コンバインは基本的に車のようなタイヤで
はなく，クローラーというキャタピラーの
ようなもので走ります。そこの設計の中で
も電気系統の制御を主に担当しています。
　コンバインは２年に一度，新型が販売さ
れています。新しい製品を作り続けなけれ
ばならないという意味では，設計者という
仕事は大変だと思います。
　コンバインを作る際，まず上層部から来
る案を，設計を担当する我々がどうすれば
そのように機能するのかを考え図面におこ
し，試作機を作ります。その試作機をもっ
て，沖縄から北海道までの農家さんのとこ
ろへ稲刈りの試運転に行きます。ダメなと
ころがあれば持ち帰り，直してまた稲を刈
りに行くといった繰り返しですね。最後は
社内で耐久試験などを行い，クリアできた
ら量産して新型のコンバインが販売されま

す。自分が作ったコンバインが評価される
と嬉しいですし，やりがいにもなります。

在学時の所属サークル・部活について教え
てください。

　一年ほど硬式のテニスサークルに所属し
ていましたが，大学までは軟式テニスしか
やったことがなかったので，硬式テニスが
合わなくて辞めました。
　私は附属高校出身で，当時所属していた
軟式テニス部が練習しているコートが農学
部内にあるので，サークルを辞めてからは，
授業が終わったら部活に顔を出して高校の
後輩たちと練習に参加していました。大学
ではサークルよりもアルバイトの方を優先
し，４年間同じ飲食店で働きました。 アル
バイトを続けるうちにのめり込んでしまい，
最終的に調理師免許を取得しました。豚カ
ツメインのお店だったのですが，授業が終
わったら高校生とテニスをして，夜はアル
バイト先で豚カツを揚げていました（笑）

キャンパス内で思い出深い場所はありますか。

　研究室ですね。 グラインダーを削り出し
たり，穴を空けたりといった加工の作業が
できる特殊な場所だったのでよく覚えてい
ます。
　研究室では機械の組み立て作業をよくや
りましたね。組み立てる機械の設計までは
やらなかったのですが，井関農機などの農
業機械専門の人たちと共同研究といった形
で，実験データを取っていました。大学時
代を通して，研究室では機械を組み立てて，
アルバイト先で調理をしていたので，やは
り当時からなにか物を作るということが好
きでしたね。研究室の作業が終わればすぐ
にテニスをしてアルバイトへ行くという流

れだったので，キャンパス内にいる時間と
いうのは少し貴重だったかもしれません。

社会人になって気を付けていること・大事
にしていることは何ですか。

　やっぱりコミュニケーションですね。報
告・連絡・相談，「ホウレンソウ」という言
葉を耳にしたことがあると思うんですけど，
この３つは大事にしています。
　特にこの３つは，自分から発信していか
ないと相手には絶対に伝わりません。私の
仕事の場合だと，自分の考えだけで物を
作ってしまうと，後々，自分だけでは気づ
かなかった問題が起きることがあり，取り
返しのつかないことになります。一つ一つ
自分の考えていることに対して，一緒に仕
事をするメンバーに伝え，その人の意見を
聞き，取り入れていくことが大事だと思い
ます。７年間働いてきて，このことは大切
にしなければならないこととして身体に染
み付いています。

愛大生へメッセージをお願いします。

　繰り返しにはなるのですが，たくさんの
人とコミュニケーションを取るようにして
ください。
　就活や入社してからの仕事は，上司や取
引先といった，たくさんの人とコミュニ
ケーションを取ることによって成り立つも
のです。私は大学時代のアルバイト先でコ
ミュニケーションを取ることが多かったの
で，その経験は今の職場でも活きていると
思います。皆さんもアルバイト先であった
り，いろんな場面で誰かと働いたり，一緒
に作業をしたりすることがあれば，自分の
言葉でしっかり伝えるということを意識し
て取り組むようにしてみてはいかがでしょ
うか。またそういった機会を自分からどん
どん増やして，コミュニケーション力を高
めるよう努めてください。

〈在学時の写真〉

（平成27年10月取材）

AT＆T シンガポール法人　二宮 瑞樹さん

（2011年３月　理工学研究科電子情報工学専攻 修了）
〈現在：AT&T シンガポール法人〉

海外にもっと触れたいという思いから現在の仕事に就きました。
仕事や日常で使う英語は学生時代から取り組んでいました。

リンゴの早食い競争

現在の仕事を選んだ理由・きっかけは何で
すか。

　大学院修了後はNTTデータというIT系の日
系企業で４年間，通信ネットワークの設計
担当者として東京で働いていましたが，３
～４年目で海外案件を担当した際，日本と
は異なる文化や商習慣を持つ方々と仕事を
することの難しさや，それを工夫して乗り
越える楽しさを感じました。
　そこで，日本の会社では常に海外案件に
携われる訳ではないのと，英語力も向上さ
せたいという考えから，思い切ってシンガ
ポールにある現在の会社（アメリカ系企業）
に転職しました。シンガポールを選んだ理
由としては，公用語が英語であること・生
活水準が高く安全であること・日本に比較
的近い，といったところです。

現在どのような仕事を担当していますか。

　世界中の顧客（法人）拠点間を結ぶグ
ローバルネットワークを提供している運用
担当にあたるため，ルータ等の中継機器や
通信ケーブルに問題が発生した際のトラブ
ルシューティングを行っています。
　トラブルシューティングの結果，自分た
ちで遠隔地から直せる場合は対応し，機械
の故障等と判断した場合は現地国の委託会
社に機械の交換を依頼します。チームには
私の他にも日本人はいますが，シンガポー
ル 人，中 国 人，韓 国 人，ミ ャ ン マ ー 人，
フィリピン人と国際色豊かです。それぞれ
バックグラウンドが異なるのは当然ですが，
専門知識も異なるため互いに教え合いなが
らチーム全体の技術力を高めていっていま
す。

在学時について，聞かせてください。

　私はサークルには入っておらず，プライ
ベートはよく麻雀をしていました。すごく
熱中していた時期は週に何度も徹夜でして
いました。麻雀は，３人か４人でテーブル
を囲んでするので，いろいろな人と出会う
機会も多く，交友関係がそこで広がって
いった気がします。
　バイトは居酒屋，家庭教師，コールセン
ターの電話営業，パソコンでの事務処理な
どをしました。これらの経験はすべて普段
の業務の役に立っていると思っています。

ご自身の就職活動について教えてください。

　情報工学を専攻していましたが，プログ
ラミングに苦手意識を感じていたので，プ
ログラミングをあまりしない通信ネット
ワークの分野で就活をすることにしました。
また，研究室でも通信ネットワークの研究
を行っていました。
　加えて，英語を喋れるようになりたかっ
たので日本だけでなくグローバル展開を
行っている企業に的を絞って活動しました。
英語については元々興味があって在学時か
ら語学学校に通っていました。TOEICは当
時840点でした。
　就活を始めると英語のできるエンジニア
の需要が多かったように思います。自分の
強みは通信ネットワークと英語という二つ
の軸と感じていたため，たまたまかもしれ
ませんが英語を勉強していたことで企業選
択の幅が広がったように思います。その結
果として，自分の軸に合った前職に就きま
した。その後，もっと海外で研鑽したいと
思ったので転職したという感じです。

シンガポールについて教えてください。

　赤道付近の国なので暑いイメージがあり
ましたが，交通網が発達していることもあ
り，あまり直射日光に当たらないため暑く
て辛いということはないです。
　物価については家賃や日本食が高いのが辛
いですが，給与水準が高く，所得税が安かっ
たり住民税が無かったりするので暮らしやす
いと思います。勤務体系については，シンガ
ポールにある企業全体的に残業が少ないのが
特徴だと思います。例外もあるようですが，
日本との大きな違いだと思います。他にもテ
レワークが進んでいるように見えますね。

社会人になって気を付けていることはあり
ますか。

　特にシンガポールに来てからですが，将
来についてよく考えるようになりました。
今の会社は外資系ということもあってリス
トラも簡単に起こり得ますし，シンガポー
ル自体が転職文化なので，ほとんどの人が
３～４年ごとに転職してキャリアアップし
ていきます。また，以前行っていた一部の
業務が，人間に代わって機械ができるよう
になったりしてきています。
　このように一度会社に入れば安泰という
ことはないので，目の前の業務を遂行する
だけではなく，中長期的な将来のありたい
姿を見据えながら日々努力していくことが
必要だと思っています。

愛大生へメッセージをお願いします。

　大学生活は日々の授業や勉強，サークル
活動，アルバイト，飲み会等で忙しいと思
いますが，それを理由に本来やりたいこと
ができないということがないように取捨選
択すると良いかもしれません。たとえば短
期留学をしたくてその費用を捻出したいの
であれば，飲み会を減らしてその分バイト
を掛け持ちしたり，勉強して成績を上げて
奨学金をもらったり等です。
　社会人になれば，一般に時間が足りない
ため仕事でもプライベートでも無意識に優
先順位を決めて取り組むようになりますが，
学生のうちから物事の優先度付けを行い，
優先度の低いものを思い切って切り捨てる
ことができれば，より密度の高い学生生活
になると思います。これはそういう自分自
身が当時できていなくて後悔していること
なので，反面教師としてのメッセージとな
ります。（笑）

ナイトクラブを貸し切って開催された飲み会

先輩に学ぶ 先輩に学ぶ
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●平成28年５月24日（火）　講演会「アフリカに生きる」を開催しました。

●平成28年３月５日（土）　「講演会とアンサンブルの午後」を開催しました。

　校友会会員（主に退職教員）で構成された「特定非営利活動法人愛媛大学校友会人材活用センター」は，県内の各自治体や教
育機関に人材を提供するとともに，広く一般市民向けに学術，文化，芸術，保健等に関する公開講座，講演会等を開催するなど，
社会教育の推進と地域の活性化に貢献しています。

■  ｢特定非営利活動法人愛媛大学校友会人材活用センター｣の活動  ■

　当日は，暖かい春の日和りにも恵まれて会場一杯の来場者の中，講演会では，愛媛大学宇宙進化研究センターの谷口義明センター長から
「宇宙の謎」と題して，138億歳を迎えた宇宙の歴史と今後の宇宙の行方について，美しい宇宙の写真とともに解りやすくご説明いただきました。
　アンサンブルの演奏では，「アンサンブル・ローズ＆艶山」の皆様の歌・ピアノ・コカリナ・琴・尺八の共演により，さくらさくら，コン
ドルは飛んで行く，Stand Alone 等13曲が演奏され，来場者は美しい音色に聴き入られていました。

　講師の相原功志さんは，埼玉県岩槻市のご出身で2000年３月に新潟大学医学部を卒業後，アフリカケニアのナマンガにおいて同国出身の
配偶者とともに，子ども支援活動家として，同国の貧しい子どもたちを対象とした保育園や補修塾等を
運営されています。
　今回は，同氏の２年に１回の一時帰国にあわせて本学でご講演いただき，150人を超える会場一杯の
来場者は，アフリカの生活・文化・教育・貧困等の実態を知るとともに，地域に溶け込んで貧しい子ど
もたちの支援に取り組む一日本人の生き方から，グローバルな視点，教育の原点や国際支援の在り方等
について大いに理解を深めることができました。また，講演会終了後に開催されたアフリカの子ども支
援バザーにおいては，ご来場の皆さんがマサイ族の民芸品などを次々と購入していただくなど，同氏の
支援活動に対する惜しみない協力がありました。

●平成28年５月21日，７月30日，９月10日　公開講座「愛媛に生きる～防災・自然・遍路～」を
　３回シリーズで開催しました。
　■第１回目　５月21日（土）の午後開催　テーマ；「災害から家族の命を守る」　
  先ず最初に，愛媛大学防災情報研究センターの二神透先生から「地区防災計画と家庭の備え」と題して，地区防災計画の策定など近隣住民や
家庭単位で防災に取り組む重要性等について説明がありました。 次に，愛媛大学名誉教授の渡邊政広先生からは，「災害時家庭生活継続計画

（LCP）作成のすすめ」と題して，災害時における企業等の業務継続計画（BCP）の家庭版とも言える家庭生活継続計画の策定について，自
身の経験を交えながら解りやすく紹介がありました。

　■第２回目　７月30日（土）の午後開催　テーマ；「愛媛の自然に親しむ」
　先ず日本山岳協会上級指導員の城和暉先生から「知って安全，楽しい山歩き－登山の基本
技術－」と題して，最近の中高年や山ガールの登山ブームに伴う山岳トラブルの現状や安
全対策，等高線の読み方や山歩きの仕方等の登山の基本技術について，実践モデル写真を
交えて具体的な解説がありました。また，愛媛大学ミュージアム元教授の酒井雅博先生か
らは，「身近な愛媛の昆虫と生物多様性」と題して，生物多様性とは何か，生物多様性の重
要性，自然破壊や地球温暖化，外来生物等による種の絶滅や生態系の崩壊の危機にさらさ
れている現状説明と身近な愛媛の昆虫について，写真を交えながら紹介されました。

　■第３回目　９月10日（土）の午後開催　テーマ；「四国遍路と世界の巡礼」
　同講座では，先ず愛媛大学名誉教授の内田九州男先生から「四国遍路の歴史」と題して，四国八十八カ所の成立問題や遍路者への援助シス
テムである村送り，村継ぎ送り等について説明がありました。 また，愛媛大学名誉教授で福山大学人間文化学部教授の山川廣司先生からは，

「サンティアゴ巡礼の歴史」と題して，中世ヨーロッパにおける巡礼地の紹介やサンティアゴ・デ・コンポステーラの歴史，巡礼者数の推移
等について，巡礼地の写真を交えながら説明があり，約160人を超える来場者は大いに理解を深められました。

平成28年10月15日(土) 16：00～　　場所：グランパークB1 百代茶屋（田町店）
　「全員集合」は，愛媛大学を卒業し首都圏で働き始めた新社会人を同圏の愛大OB・
OGが歓迎し，新生活を応援するとともに校友会会員間のネットワークの拡大を目的
に開催しています。
　本年度は，10月15日（土）の16時から「グランパークB1百代茶屋（田町店）」で開
催し，新社会人の参加はいませんでしたが若手卒業生８人を含む13人が参加しまし
た。今回は大学から就職支援課岡課長に出席いただき講演やグループワークをしてい
ただきました。また，首都圏支部幹事の大村さん（法文学部卒）が世話人となり司会
進行を務めました。
　第Ⅰ部では校友会事務局から挨拶の後，参加者全員の自己紹介があり，岡課長から
就職後のサポートとして，キャリアとはというテーマでこれまでの人生を振り返ると
ともに今後どうなりたいかなどについて参加者に発表して貰い，今後のキャリア形成
について考える有意義な講演となりました。
　第Ⅱ部では同会場で首都圏支部役員会に出席した役員も加わり合同の懇親会（参加
者24人）を開催しました。懇親会では清水首都圏支部長の挨拶の後，卒業生同士の
交流や名刺交換が行われました。また，若手卒業生による「愛媛の特産物争奪じゃん
けん大会」を行うなど終止和やかな雰囲気の中で終了しました。

東京会場

来年は東京，大阪で「全員集合2017」を開催する予定です。日時，場所等が決まり次第校友会ホームページなどでお知らせいたします。
当日はカジュアルな服装で構いません。お一人で参加される方も多く，この機会に，是非，卒業生同士の交流を深めてください。

合同懇親会参加者

懇親会の様子

じゃんけん大会

景品の愛媛の特産物一覧

会員交流事業  新社会人歓迎会（全員集合）を開催しています。

社会連携事業  講演会・公開講座を開催しています。

社会連携事業  講演会・公開講座を開催しています。
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●平成28年５月24日（火）　講演会「アフリカに生きる」を開催しました。

●平成28年３月５日（土）　「講演会とアンサンブルの午後」を開催しました。

　校友会会員（主に退職教員）で構成された「特定非営利活動法人愛媛大学校友会人材活用センター」は，県内の各自治体や教
育機関に人材を提供するとともに，広く一般市民向けに学術，文化，芸術，保健等に関する公開講座，講演会等を開催するなど，
社会教育の推進と地域の活性化に貢献しています。

■  ｢特定非営利活動法人愛媛大学校友会人材活用センター｣の活動  ■

　当日は，暖かい春の日和りにも恵まれて会場一杯の来場者の中，講演会では，愛媛大学宇宙進化研究センターの谷口義明センター長から
「宇宙の謎」と題して，138億歳を迎えた宇宙の歴史と今後の宇宙の行方について，美しい宇宙の写真とともに解りやすくご説明いただきました。
　アンサンブルの演奏では，「アンサンブル・ローズ＆艶山」の皆様の歌・ピアノ・コカリナ・琴・尺八の共演により，さくらさくら，コン
ドルは飛んで行く，Stand Alone 等13曲が演奏され，来場者は美しい音色に聴き入られていました。

　講師の相原功志さんは，埼玉県岩槻市のご出身で2000年３月に新潟大学医学部を卒業後，アフリカケニアのナマンガにおいて同国出身の
配偶者とともに，子ども支援活動家として，同国の貧しい子どもたちを対象とした保育園や補修塾等を
運営されています。
　今回は，同氏の２年に１回の一時帰国にあわせて本学でご講演いただき，150人を超える会場一杯の
来場者は，アフリカの生活・文化・教育・貧困等の実態を知るとともに，地域に溶け込んで貧しい子ど
もたちの支援に取り組む一日本人の生き方から，グローバルな視点，教育の原点や国際支援の在り方等
について大いに理解を深めることができました。また，講演会終了後に開催されたアフリカの子ども支
援バザーにおいては，ご来場の皆さんがマサイ族の民芸品などを次々と購入していただくなど，同氏の
支援活動に対する惜しみない協力がありました。

●平成28年５月21日，７月30日，９月10日　公開講座「愛媛に生きる～防災・自然・遍路～」を
　３回シリーズで開催しました。
　■第１回目　５月21日（土）の午後開催　テーマ；「災害から家族の命を守る」　
  先ず最初に，愛媛大学防災情報研究センターの二神透先生から「地区防災計画と家庭の備え」と題して，地区防災計画の策定など近隣住民や
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景品の愛媛の特産物一覧

会員交流事業  新社会人歓迎会（全員集合）を開催しています。

社会連携事業  講演会・公開講座を開催しています。

社会連携事業  講演会・公開講座を開催しています。
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　校友会では,毎年，子規俳句カレンダーを製作しています。卓上タイプで，両面使用可能です。（片面は写真メイン，もう片面
はスケジュールを記入することが出来ます。）
　学長が選句した正岡子規の俳句と，大学職員が撮影した四季折々の愛媛県内などの写真，そして英訳で構成されております。
　このカレンダーが国内外の皆様と愛媛大学，愛媛県や子規との出会いの機会になればと思います。

　愛媛大学校友会［2017年版子規俳句カレンダー］を校
友会会員様に限りプレゼントいたします。
　詳細・応募につきましては12月中旬に校友会ホーム
ページにてご案内いたします。先着200人（予定）として
いますのでお早めにご応募ください。

　柳澤前学長が学長在任２期６
年間に，子規俳句カレンダー用
に選句された72の全句にその
時々の想いを執筆され，自費出
版されました。
　ご希望の会員様には，この本
を贈呈いたします。
先着100人（予定）
詳細・応募は12月中旬に校友
会ホームページから。

2017年版

【会員限定プレゼント】

■子規俳句カレンダー 2017 ■梟の昼寝　（柳澤康信 前愛媛大学長　著）

１月　初空に去年の星の残りかな

石鎚山　夜明け

２月　わらしの緒結ひ直すや山椿

岡山県　岩井畝の大椿

３月　まり投げて見たき広場や春の草

道後温泉駅前　正岡子規銅像

４月　入口も桜出口も桜かな

松山城　太鼓門

５月　我窓にうつる青葉の青さかな

愛媛大学　城北キャンパス

６月　日本の國ありがたき青田哉

内子町泉谷地区　棚田

７月　夏草やベースボールの人遠し

愛媛大学硬式野球部　全日本大学野球選手権大会

８月　秋近し朝㒵の花二ッ咲く

松山市内　朝顔

９月　小山田に秋をひろげる鳴子哉

久万高原町　かかしの里づくり

10月　一ひらの雲の行へや秋の山

石鎚山　西側斜面

11月　行く秋の我に神無し佛無し

ルリビタキ　（伊予市森林公園）

12月　滊車道に冬木の影の並びけり

道後温泉駅舎　坊っちゃん列車

　今年で６回目となるホームカミングデイは，愛媛県のマスコットキャラ
クターの「みきゃん」も駆けつけるなか，正門からグリーンプロムナー
ド，グリーンプラザなどがリニューアルされたキャンパスに300人余りの
参加者の皆様が母校に足を運んでいただき，キャンパス内の学生祭と相
まって活気あふれる一日となりました。
　南加記念ホールで行われた式典では超満員となり，パイプ椅子で補助席
を作るほどの盛況ぶりでした。
　式典では，愛媛大学合唱団の学歌斉唱に続き，大橋裕一学長より挨拶と
愛媛大学の最近の動きについて講話がありました。
　続いて本学法文学部附属四国遍路・世界の巡礼研究センター長の寺内 
浩教授の特別講演，その後，卒業生を代表して，株式会社ジョイ・アート
代表取締役社長（工学部卒）越智 陽一氏の挨拶があり，会場から大きな
拍手が送られました。最後に学生サークル紹介ではチアリーディング部と
合唱団に出演してもらいました。若さ溢れるパフォーマンスや合唱団の美
しいハーモニーに会場から盛大な拍手があり式典を終えました。

　大学会館で行われた懇親会では大橋学長の挨拶の後，森本
校友会会長の挨拶と乾杯により開演しました。
　懇親会には250人余りが出席し，本学のオリジナル品（媛
の酒，えみか粗挽きウインナーソーセージ）や本学南予水産
センターと愛媛県が共同で研究開発を進めている“スマ”のに
ぎり寿司などが振る舞われ，参加者は舌鼓を打ちました。
　また，今回は学生団体活動報告が行われ，「硬式野球部」，

「女子サッカー部」，「合唱団」がそれぞれ活動報告を行いま
した。
　引き続き５人のラッキーな方に「愛大のオリジナル商品」
が贈呈される抽選会では，当選者が読み上げられると歓声や
ため息が出るなど大いに盛り上がりました。最後に主催者を
代表して仁科理事・副学長（校友会担当）から挨拶と乾杯が
あり閉会しました。

【プログラム】

　13：00 ～　同時開催イベント
　　　　　　　　●ミュージアム見学
　　　　　　　　●植物工場見学

　15：00 ～　式典（南加記念ホール）
　　　　　　　　司会：合田みゆき氏（フリーアナウンサー　教育学部卒）　
　　　　　　　　　●学歌斉唱・・・愛媛大学合唱団
　　　　　　　　　●学長挨拶・・・大橋裕一学長
　　　　　　　　　●特別講演『四国遍路を楽しむ－チャレンジ1400㎞－』
　　　　　　　　　　寺内 浩教授
　　　　　　　　　　（愛媛大学法文学部附属四国遍路・世界の巡礼研究センター長）
　　　　　　　　　●卒業生挨拶・・・越智 陽一氏
　　　　　　　　　　（株式会社ジョイ・アート代表取締役社長 工学部卒）
　　　　　　　　　●学生サークル紹介・・・チアリーディング部，合唱団
　17：00 ～　懇親会（大学会館１階）

第６回ホームカミングデイを開催しました。

　愛媛大学と共催して，平成27年11月14日（土）に，第６回愛媛大学ホームカミングデイを開催し，卒業生や本学学生，及び教
職員OB合わせて300人を超える会員が参加しました。

第７回ホームカミングデイ

〈プログラム〉
式典（南加記念ホール）
15：00 ～　第１部
　　　　　　●学歌斉唱
　　　　　　●学長挨拶
　　　　　　●新学部紹介　西村 勝志　社会共創学部長
　　　　　　●特別講話
　　　　　　　「地震と道後温泉～謎解き道後温泉史～」
　　　　　　　高橋 治郎　愛媛大学名誉教授（NHKブラタモリ出演）

平成28年11月12日（土）13時～　　場所：愛媛大学城北キャンパス

16：15 ～　第２部
　　　　　　●サークル紹介　チアリーディング部
　　　　　　●スペシャルコンサート　ダンディーズ・
　　　　　　　　　　　　　　　附属小学校コーラス部

17：15 ～　懇親会

開催の様子は次号で報告いたします。

子規俳句カレンダー ホームカミングデイ
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平成28年３月１日（火）
就活ツアー（大阪コース）参加学生との情報交換会を開催
しました。　

▶詳細につきましては10ページをご覧ください。

平成28年６月25日（土）
第３回近畿支部定時総会を開催しました。

●平成28年５月14日（土）大阪倶楽部 会議室で開催し，下記の事案が承認されました。
　議題　１．平成27年度事業報告（案）及び収支決算書（案）について
　　　　２．平成28年度及び平成29年度事業計画（案）について
　　　　３．平成28年度及び平成29年度予算（案）について
　　　　４．平成28年度及び29年度役員名簿（案）について
　　　　５．愛媛大学校友会近畿支部定時総会（第３回）の開催及び役割分担について
　　　　６．新社会人支援事業「2016全員集合in大阪」の開催について

●平成28年12月３日（土）開催する予定です。

近畿支部だより

愛媛大学校友会近畿支部は校友会本部事務局が担当しております。入会手続きや，活動等についてのお問い合わせは校友会事務局
まで。

役  職 氏  名 出身学部

支  部  長 後藤　幹郎 文理（法文）

副支部長 岡本　正明 文理（法文）

森川　紘一 教育学部

堀内　眞理 文理（理）

渡辺　武晴 工学部

農学部寺田　省三

幹  事 澤井　達夫 法文学部

吉富　太郎 法文学部

西原　　功 文理（理）

夜船　勝彦 文理（理）

樋口　　裕 教育学部

瀧田　一男 教育学部

河野　直樹 教育学部

金子　光夫 農学部

楠　　和俊 農学部

音瀬　保彦 工学部

■  役員名簿

峯山　佳之 工学部

中村　　薫 農学部

監  事 迫　　智明 教育学部

浦部　昌之 農学部

■  近畿支部
　　役員会報告

　平成28年６月25日（土）15時から大阪大学中之島センター３階
「講義室304」において第３回定時総会を開催しました。
　森本校友会会長をはじめ，近畿圏に在住する会員など33人が出席
しました。
　定時総会では楠近畿支部幹事の司会進行により，後藤近畿支部長が議長に選出され，平成26年度及び27年度の事業報告，収
支決算書，平成28年度及び29年度の事業計画及び予算，支部長及び支部役員選任などについて審議され了承されました。なお，
近畿支部長には引き続き後藤幹郎氏（文理卒）が選任されました。

★校友会首都圏支部事務局は，
　　　　　平成28年４月に船堀へ移転しました。

〒134-0091
東京都江戸川区船堀3-5-24
コラボ産学官プラザin TOKYO　５階

（都営新宿線船堀駅　徒歩3分）
tel　03-3877-4677
E-mail　sattokyo@stu.ehime-u.ac.jp　

新事務局

平成28年３月19日（土）
就活ツアー（東京コース）参加学生との情報交換会を開催
しました。　▶詳細につきましては10ページをご覧ください。

平成28年６月４日（土）
第５回首都圏支部定時総会を開催しました。

平成28年10月15日（土）
新社会人歓迎会「全員集合」東京会場を開催しました。　▶詳細につきましては20ページをご覧ください。

●平成28年４月16日（土）開催し，下記の事案が承認されました。
　議題　１．平成27年度事業報告（案）及び収支決算書（案）について
　　　　２．平成28年度及び29年度事業計画（案）について
　　　　３．平成28年度及び29年度予算（案）について
　　　　４．役員改選について
　　　　５．第５回　定時総会の開催について

●平成28年10月15日（土）開催し，下記の事案が承認されました。
　議題　１．平成28年度下期事業について
　　　　２．就職支援事業 就活ツアー参加学生との情報交換会の開催について
　　　　３．平成29年度校友会首都圏支部講演会の開催について

●平成29年１月上旬に開催する予定です。

■  首都圏支部
　　役員会報告

首都圏支部だより

　平成28年６月４日（土）14時30分からグランパークプラザ４階の401ホール（港区芝浦３－４－１）において第５回定時総会
を開催しました。総会には森本校友会会長をはじめ，首都圏に在住する会員41人が出席しました。
　定期総会では議長に馬場支部長を選出し，事業報告及び収支決算案，事業計画及び予算案，支部役員改選などの議案が審議さ
れ了承されました。
　また，次期支部長には清水栄治氏（法文学部卒）が選任されました。
　総会終了後，仁科弘重理事・副学長による「愛媛大学の近況報告」と題し，第３期中期目標期間の戦略，運営費交付金の交付
状況，社会共創学部の新設などについて報告がありました。
　引き続き，東京都健康長寿医療センター研究所／副所長，校友会首都圏支部副支部長の新開省二先生（医学部卒）による『粗
食』は早死にする！－元気で長生きする食生活－と題し講演会が開催され，高齢者の健康長寿の要因や老化を防ぐための食事な
ど，高齢者が多かった出席者には非常に興味深い講演となり，熱心に耳を傾けておられました。

役  職 氏  名 出身学部

支  部  長 清水　栄治 法文学部

副支部長 阿部　　仁 法文学部

伊藤　智志 理学部

新開　省二 医学部

鳥海　基忠 工学部

馬場　博史

退職教員の会岡部　永年

農学部

幹  事 大村 万夢里 法文学部

森脇　孝典 法文学部

石川　貴之 理学部

佐伯　雅弘 理学部

酒向　正春 医学部

田邉　直樹 農学部

監  事 菊池　満孝 工学部

森　　孝枝 教育学部

■  役員名簿

国内支部国内支部

2524
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れ了承されました。
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ベトナム支部

中国支部

マレーシア支部

ネパール支部

インドネシア支部

バングラデシュ支部

本部

支　部 設立年月 支　部　長

ベトナム支部 2006年  9月 Le Thi-Hai Le
〈リ ハイレ〉

中国支部 2006年11月 蔡 英春 CAI, Yingchun
〈サイ エイシュン〉 東北林業大学

ネパール支部 2007年  4月 Yogesh Hari Shrestha
〈ヨゲシュ〉

インドネシア支部 2013年12月 Herry Suhardiyanto
〈ヘリー〉 ボゴール農業大学

バングラデシュ支部

1

2

3

4

5

6 2014年12月 Nur Ahamed Khondaker

　平成28年３月15日（火）インドネシア支部交流会を開催しました。
　ジャカルタ市内の「Pulau Dua Restaurant」において，本年４月に愛媛大学に新しく設置される「社会共創学部」の広報等
のため，インドネシアを訪れた愛媛大学関係者との交流会を開催しました。
　愛媛大学からは，西村社会共創学部設置準備室長，榊原理工学研究科教授，砂田総務部経営企画課チームリーダー，理工
学研究科博士前期課程のGafur Nurfitri Abdulさんが出席し，インドネシア支部からは，Eko Hasrito Syamsuddin Hasrito, 
M.Eng.Badan Pengkajian Dan Penerapan Teknologi，Dr.Jarnuzi 
Gunlazuardi,Lectrue of Universitas Indonesia，Salim Mustofa 
BATAN研究所職員，Sigit Widodo PT.Fukusuke Kogyo Indonesia,Vice 
President Director さんの計８名が出席しました。
　交流会では，社会共創学部の紹介や学生のインドネシアでのイン
ターンシップの実施，留学生の交流等について懇談したほか，インド
ネシア支部からは，愛媛大学への入学希望者に対する受験広報や受験
支援の充実，奨学金制度の創設などの要望が出されました。
　また，インドネシア大学に理学部地球科学科が設置されたことによ
り，今後，愛媛大学理学部との連携を図ることも話題となりました。
　支部活動としては，マレーシア支部会員との交流を推進しており，前
回は，マレーシア支部会員がインドネシアを訪問し交流を深め，次回は，
インドネシア支部会員がマレーシアを訪問する予定となっています。

■海外支部の設置状況

　校友会では，本学を卒業した帰国留学生や海外に在住する日本人卒業生等との交流と親睦を図るとともに，国際化及び国際貢
献を推進する本学の発展に寄与することを目的として，６カ国に海外支部を設置し様々な支援を行っています。

■海外支部活動報告

　平成28年９月16 ～ 18日　マレーシア支部・インドネシア支部　合同支部会を開催しました。
　2016年９月16日（金）～18日（日）にマレーシアのクアラルンプール
において，合同支部会を開催しました。
　この合同支部会は，今回で２回目の開催となり，第１回は昨年の９
月にマレーシア支部会員がインドネシアのジャカルタを訪問し開催さ
れています。
　第２回合同支部会には，両支部会員やその家族及び愛媛大学校友会
関係者など合わせて30名余りが出席し，１日目はクアラルンプール市
内の名所旧跡巡りや情報交換会が行われるなど，久しぶりの再会を喜
び合いました。
　続いて，２日目の午前中は，国立マラヤ大学体育館において，ス
ポーツ交流事業としてバドミントンの両支部対抗戦が行われ，和気
藹々ながらも熱戦が繰り広げられ大いに盛り上がりました。その後，両支部会員とその家族及び愛媛大学からマラヤ大学に
留学中の学生６名も加わり，賑やかな昼食会を開催し相互の親交を深めるとともに情報交換を行いました。午後からは，同
大学会議室において，マレーシア支部のイスワディ支部長を議長に選出し合同支部会を開催しました。会では，先ず出席者

全員の自己紹介を行った後，支部活動の現状や今後の課題等について意見交換が行わ
れました。
　特に，来年の支部会については，両国の支部会員だけでなく他の海外支部会員にも
呼びかけ，11月頃に愛媛大学（松山市）において合同支部会を開催することについて
提案があり，今後，実施に向けて検討することになりました。
　また，支部会員のネットワーク等の充実・強化についても，英語版によるホーム
ページ作成のほか，校友会と両支部との連携や情報交換を強化するために，校友会か
ら両支部の窓口代表者あてに定期的に連絡することや両支部会員のメーリングリスト
を作成することなど，約３時間余りにわたって真剣かつ熱心に討議が行われ，大変有
意義な支部会となりました。

■海外支部活動報告

マレーシア支部 2007年11月 Iswadi Bin Jauhari
〈イスワディ〉

① WEBからの登録
　 http://koyu.ehime-u.jp/　から入力してください。

② ハガキで登録
　 巻末のハガキに必要事項を記入し，投函してください。

愛 媛 大 学 校 友 会

正会員 ・各同窓会会員（卒業生）
・後援会会員
・退職教員の会会員
・退職職員会会員
・大学教職員

準会員 賛助会員
・在学生 ・個人，会社，団体　等

会議 役員 支部

事務

総　会
理事会
常任理事会

会　長（理事）　　 幹　事
副会長（理事）　　 顧　問
理　事　　　　　　相談役
監　事　　　　　　参　与

国内支部，海外支部

事務局

■校友会組織

愛 媛 大 学

連携・協力

■校友会Q＆A

■会員情報登録のご案内 ※登録は無料です。

「校友会オリジナル
　　QUOカード」を進呈

新規登録特典

※なお，ご登録いただきました情報に関しましては，愛媛大学校友会が厳重に管理し，校友会からの
　ご連絡のみに使用し，他の目的に使用したり，第三者に提供することはありません。

※愛媛大学校友会の会員の方のみご登録が可能です。

QRコード

〈主な事業活動〉　・会員情報の登録・整備　　　　　・会員間の親交と交流　　　　・地域社会への貢献
　　　　　　　　・在学生・卒業生への支援　　　　・母校愛媛大学への支援

□校友会の目的は？
　　　　　　　　愛媛大学校友会は平成16年３月20日に愛媛大学の発展に寄与すると共に，会員相互の親交と交流を図ることを目的

に設立された団体です。現在，会員は12万人を超えています。
□校友会の会員は？　
　　　　　　　　愛媛大学校友会の正会員になりうる者は，愛媛大学の各学部同窓会員，後援会員，退職教職員，現職教職員等で，準

会員となりうる者は，愛媛大学在学生です。
□校友会の会費は？
　　　　　　　　校友会設立（平成16年３月20日）以前から各同窓会会員の卒業生は，校友会設立時に校友会の正会員としています

ので，校友会会費（２万円）を納めていただく必要はありません。
　　　　　　　　また，校友会設立以降に入学した方は，入学以後に校友会会費（２万円）を納めれば在学中は準会員に，卒業（退

学）後は自動的に正会員（終身会員）となります。
□各学部同窓会と校友会とのちがいは？
　　　　　　　　愛媛大学の同窓会は学部ごとに組織された団体ですが，校友会はすべての学部の垣根を越えて組織された団体で，各

学部同窓会員，後援会員，退職・現職教職員及び在学生（準会員）も含まれる点で大きく異なります。
□学生（準会員）へはどんな支援をしているの？
　　　　　　　　学生へは大きく分けて「入学生支援」「教育支援」「課外活動支援」「学業奨励金給付事業」「海外留学支援」「留学生支

援」「就職活動支援」「卒業生支援」等を行っています。
　　　　　　　　最近では，入学生には「学修ポートフォリオファイル」及び「入学記念品」を，卒業生には卒業記念品として「今治

のタオルマフラー」を贈呈しました。
□卒業後はどんな活動に参加できるの？
　　　　　　　　総会（３年に１回開催）にぜひ参加してください。また，会員間の交流事業として「ホームカミングデイ」，「新社会

人歓迎会（全員集合in東京，大阪）」，「就活学生との情報交換会」，「講演会」，「公開講座」，「演奏会」等に参加いた
だけます。

□会員情報登録って？
　　　　　　　　愛媛大学校友会員であっても住所，メールアドレスなどの情報を校友会に登録していただかないと，校友会から愛媛

大学及び校友会の近況やイベント情報をお知らせすることが出来ません。大学や校友会からの情報発信や会員同士の
ネットワークを広げていただくため，ぜひ次の「会員情報登録のご案内」により会員情報登録（無料）をお願いしま
す。まだ登録されていない方，卒業等により連絡先を変更された場合にも，変更登録をお願いします。

　　　　　　　　なお，新規に登録された方には校友会から記念品を進呈いたします。

海外支部  海外支部が６カ国にあります。 校友会組織，Q＆A，会員情報登録等
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ベトナム支部

中国支部

マレーシア支部

ネパール支部

インドネシア支部

バングラデシュ支部

本部

支　部 設立年月 支　部　長

ベトナム支部 2006年  9月 Le Thi-Hai Le
〈リ ハイレ〉

中国支部 2006年11月 蔡 英春 CAI, Yingchun
〈サイ エイシュン〉 東北林業大学

ネパール支部 2007年  4月 Yogesh Hari Shrestha
〈ヨゲシュ〉

インドネシア支部 2013年12月 Herry Suhardiyanto
〈ヘリー〉 ボゴール農業大学

バングラデシュ支部

1

2

3

4

5

6 2014年12月 Nur Ahamed Khondaker

　平成28年３月15日（火）インドネシア支部交流会を開催しました。
　ジャカルタ市内の「Pulau Dua Restaurant」において，本年４月に愛媛大学に新しく設置される「社会共創学部」の広報等
のため，インドネシアを訪れた愛媛大学関係者との交流会を開催しました。
　愛媛大学からは，西村社会共創学部設置準備室長，榊原理工学研究科教授，砂田総務部経営企画課チームリーダー，理工
学研究科博士前期課程のGafur Nurfitri Abdulさんが出席し，インドネシア支部からは，Eko Hasrito Syamsuddin Hasrito, 
M.Eng.Badan Pengkajian Dan Penerapan Teknologi，Dr.Jarnuzi 
Gunlazuardi,Lectrue of Universitas Indonesia，Salim Mustofa 
BATAN研究所職員，Sigit Widodo PT.Fukusuke Kogyo Indonesia,Vice 
President Director さんの計８名が出席しました。
　交流会では，社会共創学部の紹介や学生のインドネシアでのイン
ターンシップの実施，留学生の交流等について懇談したほか，インド
ネシア支部からは，愛媛大学への入学希望者に対する受験広報や受験
支援の充実，奨学金制度の創設などの要望が出されました。
　また，インドネシア大学に理学部地球科学科が設置されたことによ
り，今後，愛媛大学理学部との連携を図ることも話題となりました。
　支部活動としては，マレーシア支部会員との交流を推進しており，前
回は，マレーシア支部会員がインドネシアを訪問し交流を深め，次回は，
インドネシア支部会員がマレーシアを訪問する予定となっています。

■海外支部の設置状況

　校友会では，本学を卒業した帰国留学生や海外に在住する日本人卒業生等との交流と親睦を図るとともに，国際化及び国際貢
献を推進する本学の発展に寄与することを目的として，６カ国に海外支部を設置し様々な支援を行っています。

■海外支部活動報告

　平成28年９月16 ～ 18日　マレーシア支部・インドネシア支部　合同支部会を開催しました。
　2016年９月16日（金）～18日（日）にマレーシアのクアラルンプール
において，合同支部会を開催しました。
　この合同支部会は，今回で２回目の開催となり，第１回は昨年の９
月にマレーシア支部会員がインドネシアのジャカルタを訪問し開催さ
れています。
　第２回合同支部会には，両支部会員やその家族及び愛媛大学校友会
関係者など合わせて30名余りが出席し，１日目はクアラルンプール市
内の名所旧跡巡りや情報交換会が行われるなど，久しぶりの再会を喜
び合いました。
　続いて，２日目の午前中は，国立マラヤ大学体育館において，ス
ポーツ交流事業としてバドミントンの両支部対抗戦が行われ，和気
藹々ながらも熱戦が繰り広げられ大いに盛り上がりました。その後，両支部会員とその家族及び愛媛大学からマラヤ大学に
留学中の学生６名も加わり，賑やかな昼食会を開催し相互の親交を深めるとともに情報交換を行いました。午後からは，同
大学会議室において，マレーシア支部のイスワディ支部長を議長に選出し合同支部会を開催しました。会では，先ず出席者

全員の自己紹介を行った後，支部活動の現状や今後の課題等について意見交換が行わ
れました。
　特に，来年の支部会については，両国の支部会員だけでなく他の海外支部会員にも
呼びかけ，11月頃に愛媛大学（松山市）において合同支部会を開催することについて
提案があり，今後，実施に向けて検討することになりました。
　また，支部会員のネットワーク等の充実・強化についても，英語版によるホーム
ページ作成のほか，校友会と両支部との連携や情報交換を強化するために，校友会か
ら両支部の窓口代表者あてに定期的に連絡することや両支部会員のメーリングリスト
を作成することなど，約３時間余りにわたって真剣かつ熱心に討議が行われ，大変有
意義な支部会となりました。

■海外支部活動報告

マレーシア支部 2007年11月 Iswadi Bin Jauhari
〈イスワディ〉

① WEBからの登録
　 http://koyu.ehime-u.jp/　から入力してください。

② ハガキで登録
　 巻末のハガキに必要事項を記入し，投函してください。

愛 媛 大 学 校 友 会

正会員 ・各同窓会会員（卒業生）
・後援会会員
・退職教員の会会員
・退職職員会会員
・大学教職員

準会員 賛助会員
・在学生 ・個人，会社，団体　等

会議 役員 支部

事務

総　会
理事会
常任理事会

会　長（理事）　　 幹　事
副会長（理事）　　 顧　問
理　事　　　　　　相談役
監　事　　　　　　参　与

国内支部，海外支部

事務局

■校友会組織

愛 媛 大 学

連携・協力

■校友会Q＆A

■会員情報登録のご案内 ※登録は無料です。

「校友会オリジナル
　　QUOカード」を進呈

新規登録特典

※なお，ご登録いただきました情報に関しましては，愛媛大学校友会が厳重に管理し，校友会からの
　ご連絡のみに使用し，他の目的に使用したり，第三者に提供することはありません。

※愛媛大学校友会の会員の方のみご登録が可能です。

QRコード

〈主な事業活動〉　・会員情報の登録・整備　　　　　・会員間の親交と交流　　　　・地域社会への貢献
　　　　　　　　・在学生・卒業生への支援　　　　・母校愛媛大学への支援

□校友会の目的は？
　　　　　　　　愛媛大学校友会は平成16年３月20日に愛媛大学の発展に寄与すると共に，会員相互の親交と交流を図ることを目的

に設立された団体です。現在，会員は12万人を超えています。
□校友会の会員は？　
　　　　　　　　愛媛大学校友会の正会員になりうる者は，愛媛大学の各学部同窓会員，後援会員，退職教職員，現職教職員等で，準

会員となりうる者は，愛媛大学在学生です。
□校友会の会費は？
　　　　　　　　校友会設立（平成16年３月20日）以前から各同窓会会員の卒業生は，校友会設立時に校友会の正会員としています

ので，校友会会費（２万円）を納めていただく必要はありません。
　　　　　　　　また，校友会設立以降に入学した方は，入学以後に校友会会費（２万円）を納めれば在学中は準会員に，卒業（退

学）後は自動的に正会員（終身会員）となります。
□各学部同窓会と校友会とのちがいは？
　　　　　　　　愛媛大学の同窓会は学部ごとに組織された団体ですが，校友会はすべての学部の垣根を越えて組織された団体で，各

学部同窓会員，後援会員，退職・現職教職員及び在学生（準会員）も含まれる点で大きく異なります。
□学生（準会員）へはどんな支援をしているの？
　　　　　　　　学生へは大きく分けて「入学生支援」「教育支援」「課外活動支援」「学業奨励金給付事業」「海外留学支援」「留学生支

援」「就職活動支援」「卒業生支援」等を行っています。
　　　　　　　　最近では，入学生には「学修ポートフォリオファイル」及び「入学記念品」を，卒業生には卒業記念品として「今治

のタオルマフラー」を贈呈しました。
□卒業後はどんな活動に参加できるの？
　　　　　　　　総会（３年に１回開催）にぜひ参加してください。また，会員間の交流事業として「ホームカミングデイ」，「新社会

人歓迎会（全員集合in東京，大阪）」，「就活学生との情報交換会」，「講演会」，「公開講座」，「演奏会」等に参加いた
だけます。

□会員情報登録って？
　　　　　　　　愛媛大学校友会員であっても住所，メールアドレスなどの情報を校友会に登録していただかないと，校友会から愛媛

大学及び校友会の近況やイベント情報をお知らせすることが出来ません。大学や校友会からの情報発信や会員同士の
ネットワークを広げていただくため，ぜひ次の「会員情報登録のご案内」により会員情報登録（無料）をお願いしま
す。まだ登録されていない方，卒業等により連絡先を変更された場合にも，変更登録をお願いします。

　　　　　　　　なお，新規に登録された方には校友会から記念品を進呈いたします。

海外支部  海外支部が６カ国にあります。 校友会組織，Q＆A，会員情報登録等
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■懇親会　18：00～　国際ホテル松山南館１階「鳳凰」　（会員80人出席）

会長

副会長
（常任理事)

副会長
（常任理事)

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

理事

理事

理事

■理事会　14：00～　校友会館２階サロンにて　（出席者29人）

平成28年度～平成30年度 （敬称略：50音順）

■総　会　15：30～　愛媛大学法文学部大会議室にて　（出席者83人）
次　第　１．開会
　　　　２．会長挨拶　校友会会長　森本　惇
　　　　３．議長選出
　　　　４．議事
　　　　　　(1) 会則の一部改正について
　　　　　　(2) 平成25，26，27年度事業報告書（案）及び収支決算書（案）について
  　　　　 　(3) 平成28年度事業計画書（案）及び収支予算書（案）について
  　　　　 　(4) 役員の改選について
  　　　　 　(5) その他
　　　　５．閉会 〈大橋学長から森本前会長へ感謝状と記念品贈呈〉

校友会役員紹介

　平成28年７月23日（土），愛媛大学校友会理事会及び第５回定時総会を開催しました。
　総会前に校友会館２階のサロンで理事会を開催し，理事総数58人のうち29人が出席の上，総会の議案等について審議し了承されました。
　理事会終了後，法文学部大会議室（法文学部本館８階）において第５回定時総会を開催しました。定時総会では会員83人が出席し，校友会会
則の一部改正，平成25～27年度の事業報告・収支決算書，平成28年度の事業計画・収支予算案，次期役員改選について審議し承認されました。
　なお，役員改選では校友会設立以来の森本惇会長が任期満了で退任され，髙橋祐二副会長（三浦工業株式会社代表取締役会長）が次期会長に就
任することが満場一致で決まりました。 　定時総会終了後，国際ホテル松山南館１階「鳳凰」において懇親会が開催され会員80人が参加しました。
　当日は猛暑にもかかわらず，多数の方にご出席頂き，ありがとうございました。

役職 氏　名 現　　　　　職 役職 氏　名 現　　　　　職 役職 氏　名 現　　　　　職

髙橋　祐二

武田　　壽

野村　靖記

池内　浩二

井上　雅裕

江崎　次夫

大谷　　勲

小池　昭彦

高田　清式

高橋　治郎

立入　　哉

仁科　弘重

野倉　嗣紀

羽藤　堅治

平岡　耕一

松本　長彦

水口　和壽

矢野　　紘

山村　　滋

山本　智規

東　　長雄

池田　尊之

稲見　俊光

三浦工業㈱会長，工業会（工学部同窓会）

松山総合開発㈱代表取締役社長，法文学部同窓会
総務企画担当

総務部次長，総務企画担当

理工学研究科（理）教授

農学部同窓会（ユーカリ会）会長

理学部同窓会

法文学部同窓会会長

愛大附属病院総合臨床研修センター教授
医学部同窓会会長

教育学部同窓会会長

教育学部教授

理事・副学長，農学研究科教授，総務企画担当

退職教員の会，総務企画担当

農学研究科教授

理工学研究科（工）教授

法文学部教授

退職教員の会

工業会（工学部同窓会），総務企画担当

退職職員会

社会共創学部准教授

理学部同窓会会長

教育学部後援会会長

退職職員会

工業会会長，国際連携推進機構客員教授

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

岩田　英信

上田　修三

亀岡　久志

城戸　　茂

久保　泰敏

窪田　博継

後藤　　淳

後藤　幹郎

嶋津　　孝

清水　栄治

菅原　康弘

菅田　　顕

仙波　文彦

竹内　　厚

武田　和義

竹田　美喜

谷　　弘幸

谷村　雄二

坪井　敬文

鶴崎　　孝

仲田　利通

仲田　秀雄

西田　和眞

野田　忠利

医学部後援会

社会共創学部事務課長

理学部事務課長

法文学部後援会会長・教育学部教授

法文学部同窓会

教育学部同窓会

医学部看護学科同窓会　山陽学園大学

近畿支部長，法文学部同窓会

退職教員の会

首都圏支部長，法文学部同窓会

法文学部事務課長

教育学部同窓会

財務部財務企画課長

教育学部事務課長

退職職員会

松山市立子規記念博物館館長，法文学部同窓会

理学部同窓会

農学部後援会会長

医学部同窓会，プロテオサイエンスセンター教授

退職教員の会

工学部後援会会長

理学部同窓会

法文学部同窓会

退職職員会

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

監事

監事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

顧問

相談役

参与

野間須　淳一

VERGIN・RUTH

服部　豊正

細川　富生

村瀬　光春

森本　哲夫

若田　益業

渡邊　政広

井手　康夫

八尋　秀典

阿部　修一

阿部　　晋

池内　直之

垣原登志子

後藤　珠希

城賀本　晶子

渡部　保夫

藤井　雅治

松下　志郎

松田　正司

渡邊　政富

大橋　裕一

森本　　惇

鮎川　恭三

農学部事務課長

国際連携推進機構　国際教育支援センター教授

社会共創学部後援会会長

工学部事務課長

退職職員会

農学部同窓会（ユーカリ会）

理学部後援会会長

工業会（工学部同窓会）

旧制松山高等学校同窓会

工学部長・教授

教育学部同窓会

教育学部同窓会

工業会（工学部同窓会），南海放送

農学部同窓会（ユーカリ会）

法文学部同窓会

医学部看護学科同窓会

農学部同窓会（ユーカリ会）

工業会（工学部同窓会），理工学研究科（工）教授

教育学部同窓会

医学部同窓会，システムバイオロジー生体機能発生学教授

工業会（工学部同窓会），渡部建設㈱

愛媛大学長

前校友会会長

元愛媛大学長

平成27年度事業報告及び平成28年度事業計画

平成27年度決算及び平成28年度予算

区分 事　業　名 平成27年度事業報告 平成28年度事業計画

支部設立等事業

人材バンク事業

社会活動支援及び相談事業

修学資金支援貸与援助

新入生及び卒業生記念品事業

ホームカミングデイ事業

全学支援事業

海外派遣制度支援事業

留学生修学資金援助事業

学業奨励金給付事業

学生募集活動支援事業

課外活動支援事業

SSC支援事業

英語プロフェッショナル養成
コース支援事業

講演会等開催事業

地域連携支援事業

カレンダー共同作成事業

愛大ミュージアム支援事業

各種印刷物

会議等

会員ネットワーク事業

就職支援事業

（単位：千円）

（単位：千円）

27年度決算額 28年度予算額 差引増▲減額

Ａ Ｂ Ｂ-Ａ

会員会費 39,240 38,280 ▲ 960 学部・大学院・退職教職員等入会者

受取利息 25 15 ▲ 10 預金利息

寄附金

返還金（修学資金支援貸与金） 627 982 355

雑収入

39,892 39,277 ▲ 615

18,652 24,778 6,126

収    入    総    合    計    ① 58,544 64,055 5,511

１
事
業

会員ネットワーク事業，支部設立等事業，人材バンク事業，社会活動支援及び相談事業，ホームカミングデイ支援事業，
新入生・卒業生記念品事業

学生用図書の購入，海外派遣制度支援事業，留学生修学資金支援事業，学生募集支援事業，課外活動支援事業，SSC支援事業，
英語プロフェッショナル養成コース支援事業

講演会等開催事業，地域連携支援事業，カレンダー共同作成事業，愛大ミュージアム支援事業

２
管
理
運
営 （２）予備費 300 5,000 4,700

46,732 51,110 4,378

積立金（特別経理へ） 0 10,000 10,000

支    出    総    合    計    ② 33,766 61,110 27,344

24,778 2,945 ▲ 21,833

前期繰越収支差額 

（収入）

科　　　　目 備　　考

当期収入合計 

（支出）

（１）会員交流事業

（２）大学支援事業

（１）管理費等

当期支出小計

次期繰越収支差額（①-②）　

14,983

9,889

2,824

5,770

（３）社会連携事業

19,000

14,410

3,600

9,100

4,017

4,521

776

3,330

会
員
交
流
事
業

大
学
支
援
事
業

社
会
連
携
事
業

管
理
運
営
等

NPO法人「愛媛大学校友会人材活用センター」主催による公開講座を開講した。
また，同センター会員の人材バンクへの登録を推進した。
えひめ結婚支援センターの協賛企業として登録を継続している。東日本被
災地への支援を実施した。
東京，大阪及び広島で開催される合同企業説明会に参加する学生に対し，
バス借り上げや就職活動交通費の一部補助等を行った。また，東京，大阪
では卒業生との情報交換会を開催し就職活動を支援した。

医学部の資格取得のための模擬試験受験費用への資金援助を行った。

経済的理由により一時的に修学困難な学生にたいし授業料半期分相当額を
貸与している。また，返還業務の円滑な処理を行った。
新入生に対し「学修ポートフォリオファイル」，「多色ボールペン」を作成
し配布した。また，卒業生に記念品「今治タオルマフラー」を贈呈した。
会員登録記念品に「Quoカード」を作成した。

愛媛大学と共催して第６回ホームカミングデイを実施した。

平成27年度愛媛大学図書館資料収集方針に基づき，学生用図書を選書し大
学に寄付した。
交流協定校への派遣補助，国際連携課が企画する海外派遣プログラム参加
者に対する渡航費等の一部補助や保険料等の一部補助を行った。
グローバル人材留学生及び成績優秀な私費留学生に対する修学資金の援助
を行った。また，アイネックス法人に加入した。

入試担当職員の進学説明会等への参加に対し，旅費の資金援助を行った。

－－－

愛媛大学が定めた評価基準に基づき，学生団体の平成26年度における課外
活動状況を評価し，上位からＡ～Ｅの５段階に分類し，支援経費を配分し
た。また，医学部学生団体連盟に支援経費を補助した。
スーパーサイエンス特別コースにおける特別交流授業への実施への補助
（懇親会費等補助）を行った。
学生の高度で実践的な英語運用能力を養成するため，カレッジTOEIC受験
の資金援助を行った。

今年度は実施しなかった。

今年度は実施しなかった。

「子規プロジェクト」と共同でカレンダーを作成し，国内外への校友会及び
愛媛大学の広報に役立てた。
企画展示等にかかる実施支援や広報活動の充実支援を行った。また「卒業
アルバム検索システム」の更新を行った。
校友会パンフレットを改訂し入学生全員に配布した。校友会が行う各種事
業や諸活動に関する情報を提供することによって，校友会事業の円滑な実
施と会員相互の連携強化を図った。

理事会，常任理事会を開催した。

国内の支部及び海外の支部に関する事業への支援を行った。

首都圏，近畿圏で働く新社会人を応援するため全員集合を開催した。

県内企業等で働く先輩を訪問取材し校友会ホームページに掲載することで，
会員相互のネットワークを拡大させるとともに，在学生の就活の一助とした。

校友会の活動状況を校友会会員に広く情報発信するため校友会の会報誌を
創刊した。

校友会の活動状況を校友会会員に広く情報発信するため「校友会報」第２号
を発行する。
県内企業等で働く先輩に訪問取材し，校友会ホームページに掲載することで
会員相互のネットワークを拡大させるとともに，在学生の就活の一助とする。

首都圏，近畿圏で働く新社会人を応援するため全員集合を開催する。

国内の支部及び海外の支部に関する事業への支援を行う。

NPO法人「愛媛大学校友会人材活用センター」事業の支援を行う。

えひめ結婚支援センターの協賛企業として登録を継続する。東日本被災地へ
の支援を実施する。
東京，大阪及び広島で開催される合同企業説明会に参加する学生に対し，バ
ス借り上げや就職活動交通費の一部を補助する。東京，大阪では卒業生との
情報交換会を開催し就職活動を支援する。

医学部の国家資格取得試験のための資金援助を行う。

貸与者に対し返還業務の円滑な処理を行う。

新入生及び卒業生に記念品を贈り校友会活動の広報等に役立てる。

愛媛大学と共催で，第７回ホームカミングデイを実施する。

全学的に開催する事業への支援及び資金援助を行う。

交流協定校及び国際連携課が企画する短期海外派遣プログラム参加者に対す
る渡航費等の一部補助や保険料等の一部補助を行う。
成績優秀者かつ経済的困窮留学生，グローバル人材育成プログラム生へ奨学
金を支給する。
県内就職率向上と地域の活性化を図ることに繋げるため，愛媛大学が行う
「地域定着促進」特別奨学金制度に資金援助を行う。

入試担当職員の進学説明会等への参加に対し,旅費の資金援助を行う。

愛媛大学が定めた評価基準に基づき，学生団体の平成27年度における課外活動状況を
評価し，上位からＡ～Ｅの５段階に分類し，支援経費を配分する。また，医学部学生団
体連盟に支援経費を補助する。全国大会に出場するサークルに交通費等を支援する。
スーパーサイエンス特別コースにおける特別交流授業への実施補助（交流会
実施経費等補助）を行う。
学生の高度で実践的な英語運用能力を養成するため，カレッジTOEIC受験
の資金援助を行う。

愛媛大学等と共同して講演会，シンポジウム，研修会等を開催する。

地域で開催される連携事業に対する支援及び資金援助を行う。

「子規プロジェクト」と共同でカレンダーを作成し，国内外に対して校友会
及び愛媛大学の広報に役立てる。
企画展示等にかかる実施支援や広報活動の充実支援を行う。また「卒業アル
バム検索システム」の更新を行う。
校友会パンフレットなどの印刷物を発行し，校友会が行う各種事業や諸活動
に関する情報を提供することで，校友会事業の円滑な実施と会員相互の連携
強化を図る。

常任理事会，理事会，第５回定時総会を開催する。

第５回定時総会開催 事業報告及び事業計画 決算及び予算
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■懇親会　18：00～　国際ホテル松山南館１階「鳳凰」　（会員80人出席）

会長

副会長
（常任理事)

副会長
（常任理事)

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

理事

理事

理事

■理事会　14：00～　校友会館２階サロンにて　（出席者29人）

平成28年度～平成30年度 （敬称略：50音順）

■総　会　15：30～　愛媛大学法文学部大会議室にて　（出席者83人）
次　第　１．開会
　　　　２．会長挨拶　校友会会長　森本　惇
　　　　３．議長選出
　　　　４．議事
　　　　　　(1) 会則の一部改正について
　　　　　　(2) 平成25，26，27年度事業報告書（案）及び収支決算書（案）について
  　　　　 　(3) 平成28年度事業計画書（案）及び収支予算書（案）について
  　　　　 　(4) 役員の改選について
  　　　　 　(5) その他
　　　　５．閉会 〈大橋学長から森本前会長へ感謝状と記念品贈呈〉

校友会役員紹介

　平成28年７月23日（土），愛媛大学校友会理事会及び第５回定時総会を開催しました。
　総会前に校友会館２階のサロンで理事会を開催し，理事総数58人のうち29人が出席の上，総会の議案等について審議し了承されました。
　理事会終了後，法文学部大会議室（法文学部本館８階）において第５回定時総会を開催しました。定時総会では会員83人が出席し，校友会会
則の一部改正，平成25～27年度の事業報告・収支決算書，平成28年度の事業計画・収支予算案，次期役員改選について審議し承認されました。
　なお，役員改選では校友会設立以来の森本惇会長が任期満了で退任され，髙橋祐二副会長（三浦工業株式会社代表取締役会長）が次期会長に就
任することが満場一致で決まりました。 　定時総会終了後，国際ホテル松山南館１階「鳳凰」において懇親会が開催され会員80人が参加しました。
　当日は猛暑にもかかわらず，多数の方にご出席頂き，ありがとうございました。

役職 氏　名 現　　　　　職 役職 氏　名 現　　　　　職 役職 氏　名 現　　　　　職

髙橋　祐二

武田　　壽

野村　靖記

池内　浩二

井上　雅裕

江崎　次夫

大谷　　勲

小池　昭彦

高田　清式

高橋　治郎

立入　　哉

仁科　弘重

野倉　嗣紀

羽藤　堅治

平岡　耕一

松本　長彦

水口　和壽

矢野　　紘

山村　　滋

山本　智規

東　　長雄

池田　尊之

稲見　俊光

三浦工業㈱会長，工業会（工学部同窓会）

松山総合開発㈱代表取締役社長，法文学部同窓会
総務企画担当

総務部次長，総務企画担当

理工学研究科（理）教授

農学部同窓会（ユーカリ会）会長

理学部同窓会

法文学部同窓会会長

愛大附属病院総合臨床研修センター教授
医学部同窓会会長

教育学部同窓会会長

教育学部教授

理事・副学長，農学研究科教授，総務企画担当

退職教員の会，総務企画担当

農学研究科教授

理工学研究科（工）教授

法文学部教授

退職教員の会

工業会（工学部同窓会），総務企画担当

退職職員会

社会共創学部准教授

理学部同窓会会長

教育学部後援会会長

退職職員会

工業会会長，国際連携推進機構客員教授

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

岩田　英信

上田　修三

亀岡　久志

城戸　　茂

久保　泰敏

窪田　博継

後藤　　淳

後藤　幹郎

嶋津　　孝

清水　栄治

菅原　康弘

菅田　　顕

仙波　文彦

竹内　　厚

武田　和義

竹田　美喜

谷　　弘幸

谷村　雄二

坪井　敬文

鶴崎　　孝

仲田　利通

仲田　秀雄

西田　和眞

野田　忠利

医学部後援会

社会共創学部事務課長

理学部事務課長

法文学部後援会会長・教育学部教授

法文学部同窓会

教育学部同窓会

医学部看護学科同窓会　山陽学園大学

近畿支部長，法文学部同窓会

退職教員の会

首都圏支部長，法文学部同窓会

法文学部事務課長

教育学部同窓会

財務部財務企画課長

教育学部事務課長

退職職員会

松山市立子規記念博物館館長，法文学部同窓会

理学部同窓会

農学部後援会会長

医学部同窓会，プロテオサイエンスセンター教授

退職教員の会

工学部後援会会長

理学部同窓会

法文学部同窓会

退職職員会

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

監事

監事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事

顧問

相談役

参与

野間須　淳一

VERGIN・RUTH

服部　豊正

細川　富生

村瀬　光春

森本　哲夫

若田　益業

渡邊　政広

井手　康夫

八尋　秀典

阿部　修一

阿部　　晋

池内　直之

垣原登志子

後藤　珠希

城賀本　晶子

渡部　保夫

藤井　雅治

松下　志郎

松田　正司

渡邊　政富

大橋　裕一

森本　　惇

鮎川　恭三

農学部事務課長

国際連携推進機構　国際教育支援センター教授

社会共創学部後援会会長

工学部事務課長

退職職員会

農学部同窓会（ユーカリ会）

理学部後援会会長

工業会（工学部同窓会）

旧制松山高等学校同窓会

工学部長・教授

教育学部同窓会

教育学部同窓会

工業会（工学部同窓会），南海放送

農学部同窓会（ユーカリ会）

法文学部同窓会

医学部看護学科同窓会

農学部同窓会（ユーカリ会）

工業会（工学部同窓会），理工学研究科（工）教授

教育学部同窓会

医学部同窓会，システムバイオロジー生体機能発生学教授

工業会（工学部同窓会），渡部建設㈱

愛媛大学長

前校友会会長

元愛媛大学長

平成27年度事業報告及び平成28年度事業計画

平成27年度決算及び平成28年度予算

区分 事　業　名 平成27年度事業報告 平成28年度事業計画

支部設立等事業

人材バンク事業

社会活動支援及び相談事業

修学資金支援貸与援助

新入生及び卒業生記念品事業

ホームカミングデイ事業

全学支援事業

海外派遣制度支援事業

留学生修学資金援助事業

学業奨励金給付事業

学生募集活動支援事業

課外活動支援事業

SSC支援事業

英語プロフェッショナル養成
コース支援事業

講演会等開催事業

地域連携支援事業

カレンダー共同作成事業

愛大ミュージアム支援事業

各種印刷物

会議等

会員ネットワーク事業

就職支援事業

（単位：千円）

（単位：千円）

27年度決算額 28年度予算額 差引増▲減額

Ａ Ｂ Ｂ-Ａ

会員会費 39,240 38,280 ▲ 960 学部・大学院・退職教職員等入会者

受取利息 25 15 ▲ 10 預金利息

寄附金

返還金（修学資金支援貸与金） 627 982 355

雑収入

39,892 39,277 ▲ 615

18,652 24,778 6,126

収    入    総    合    計    ① 58,544 64,055 5,511

１
事
業

会員ネットワーク事業，支部設立等事業，人材バンク事業，社会活動支援及び相談事業，ホームカミングデイ支援事業，
新入生・卒業生記念品事業

学生用図書の購入，海外派遣制度支援事業，留学生修学資金支援事業，学生募集支援事業，課外活動支援事業，SSC支援事業，
英語プロフェッショナル養成コース支援事業

講演会等開催事業，地域連携支援事業，カレンダー共同作成事業，愛大ミュージアム支援事業

２
管
理
運
営 （２）予備費 300 5,000 4,700

46,732 51,110 4,378

積立金（特別経理へ） 0 10,000 10,000

支    出    総    合    計    ② 33,766 61,110 27,344

24,778 2,945 ▲ 21,833

前期繰越収支差額 

（収入）

科　　　　目 備　　考

当期収入合計 

（支出）

（１）会員交流事業

（２）大学支援事業

（１）管理費等

当期支出小計

次期繰越収支差額（①-②）　

14,983

9,889

2,824

5,770

（３）社会連携事業

19,000

14,410

3,600

9,100

4,017

4,521

776

3,330

会
員
交
流
事
業

大
学
支
援
事
業

社
会
連
携
事
業

管
理
運
営
等

NPO法人「愛媛大学校友会人材活用センター」主催による公開講座を開講した。
また，同センター会員の人材バンクへの登録を推進した。
えひめ結婚支援センターの協賛企業として登録を継続している。東日本被
災地への支援を実施した。
東京，大阪及び広島で開催される合同企業説明会に参加する学生に対し，
バス借り上げや就職活動交通費の一部補助等を行った。また，東京，大阪
では卒業生との情報交換会を開催し就職活動を支援した。

医学部の資格取得のための模擬試験受験費用への資金援助を行った。

経済的理由により一時的に修学困難な学生にたいし授業料半期分相当額を
貸与している。また，返還業務の円滑な処理を行った。
新入生に対し「学修ポートフォリオファイル」，「多色ボールペン」を作成
し配布した。また，卒業生に記念品「今治タオルマフラー」を贈呈した。
会員登録記念品に「Quoカード」を作成した。

愛媛大学と共催して第６回ホームカミングデイを実施した。

平成27年度愛媛大学図書館資料収集方針に基づき，学生用図書を選書し大
学に寄付した。
交流協定校への派遣補助，国際連携課が企画する海外派遣プログラム参加
者に対する渡航費等の一部補助や保険料等の一部補助を行った。
グローバル人材留学生及び成績優秀な私費留学生に対する修学資金の援助
を行った。また，アイネックス法人に加入した。

入試担当職員の進学説明会等への参加に対し，旅費の資金援助を行った。

－－－

愛媛大学が定めた評価基準に基づき，学生団体の平成26年度における課外
活動状況を評価し，上位からＡ～Ｅの５段階に分類し，支援経費を配分し
た。また，医学部学生団体連盟に支援経費を補助した。
スーパーサイエンス特別コースにおける特別交流授業への実施への補助
（懇親会費等補助）を行った。
学生の高度で実践的な英語運用能力を養成するため，カレッジTOEIC受験
の資金援助を行った。

今年度は実施しなかった。

今年度は実施しなかった。

「子規プロジェクト」と共同でカレンダーを作成し，国内外への校友会及び
愛媛大学の広報に役立てた。
企画展示等にかかる実施支援や広報活動の充実支援を行った。また「卒業
アルバム検索システム」の更新を行った。
校友会パンフレットを改訂し入学生全員に配布した。校友会が行う各種事
業や諸活動に関する情報を提供することによって，校友会事業の円滑な実
施と会員相互の連携強化を図った。

理事会，常任理事会を開催した。

国内の支部及び海外の支部に関する事業への支援を行った。

首都圏，近畿圏で働く新社会人を応援するため全員集合を開催した。

県内企業等で働く先輩を訪問取材し校友会ホームページに掲載することで，
会員相互のネットワークを拡大させるとともに，在学生の就活の一助とした。

校友会の活動状況を校友会会員に広く情報発信するため校友会の会報誌を
創刊した。

校友会の活動状況を校友会会員に広く情報発信するため「校友会報」第２号
を発行する。
県内企業等で働く先輩に訪問取材し，校友会ホームページに掲載することで
会員相互のネットワークを拡大させるとともに，在学生の就活の一助とする。

首都圏，近畿圏で働く新社会人を応援するため全員集合を開催する。

国内の支部及び海外の支部に関する事業への支援を行う。

NPO法人「愛媛大学校友会人材活用センター」事業の支援を行う。

えひめ結婚支援センターの協賛企業として登録を継続する。東日本被災地へ
の支援を実施する。
東京，大阪及び広島で開催される合同企業説明会に参加する学生に対し，バ
ス借り上げや就職活動交通費の一部を補助する。東京，大阪では卒業生との
情報交換会を開催し就職活動を支援する。

医学部の国家資格取得試験のための資金援助を行う。

貸与者に対し返還業務の円滑な処理を行う。

新入生及び卒業生に記念品を贈り校友会活動の広報等に役立てる。

愛媛大学と共催で，第７回ホームカミングデイを実施する。

全学的に開催する事業への支援及び資金援助を行う。

交流協定校及び国際連携課が企画する短期海外派遣プログラム参加者に対す
る渡航費等の一部補助や保険料等の一部補助を行う。
成績優秀者かつ経済的困窮留学生，グローバル人材育成プログラム生へ奨学
金を支給する。
県内就職率向上と地域の活性化を図ることに繋げるため，愛媛大学が行う
「地域定着促進」特別奨学金制度に資金援助を行う。

入試担当職員の進学説明会等への参加に対し,旅費の資金援助を行う。

愛媛大学が定めた評価基準に基づき，学生団体の平成27年度における課外活動状況を
評価し，上位からＡ～Ｅの５段階に分類し，支援経費を配分する。また，医学部学生団
体連盟に支援経費を補助する。全国大会に出場するサークルに交通費等を支援する。
スーパーサイエンス特別コースにおける特別交流授業への実施補助（交流会
実施経費等補助）を行う。
学生の高度で実践的な英語運用能力を養成するため，カレッジTOEIC受験
の資金援助を行う。

愛媛大学等と共同して講演会，シンポジウム，研修会等を開催する。

地域で開催される連携事業に対する支援及び資金援助を行う。

「子規プロジェクト」と共同でカレンダーを作成し，国内外に対して校友会
及び愛媛大学の広報に役立てる。
企画展示等にかかる実施支援や広報活動の充実支援を行う。また「卒業アル
バム検索システム」の更新を行う。
校友会パンフレットなどの印刷物を発行し，校友会が行う各種事業や諸活動
に関する情報を提供することで，校友会事業の円滑な実施と会員相互の連携
強化を図る。

常任理事会，理事会，第５回定時総会を開催する。

第５回定時総会開催 事業報告及び事業計画 決算及び予算
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除幕を祝う大橋学長等関係者

目録の贈呈 完成した屋根付き駐輪場

女子は２年連続総合優勝 男子バレーボール10連覇

■平成28年４月に社会共創学部が設置されました。
 　愛媛大学は今年４月，新たに社会共創学部が誕生しました。42年ぶりの新学部設立ということで，地域からも大きな期待
が寄せられています。これにより愛媛大学は法文学部，教育学部，社会共創学部，理学部，医学部，工学部，農学部の７学部
となりました。
　社会共創学部は，産業マネジメント学科，産業イノベーション学科，環境デザイン学科，地域資源マネジメント学科の４学
科で，１期生191人（愛媛県内出身者約６割）を迎え，スタートしました。７月23日には開設記念式典・祝賀会が盛大に行
われました。新学部の発展に期待します。

■校友会からの寄附により愛大城北キャンパスに屋根付き駐輪場ができました。
　愛媛大学校友会は教育・研究等の運営資金として愛媛大学へ3,000万円寄附しました。
　大学ではこの寄附で学内の施設整備を行うこととなり，今回は城北キャンパス駐輪場の整備の一部に使用することとなりま
した。この整備により430台収容の屋根付き駐輪場と210台収容の仮設駐輪場が設置され，自転車通学生の利便性向上や駐
輪違反がなくなることを期待します。
　平成27年12月17日（木），学長室において森本校友会会長から大橋愛媛大学長に目録の贈呈が行われました。

■第67回四国地区大学総合体育大会（インカレ）が高知県を舞台に開催されました。
　今年で67回を迎えた四国地区大学総合体育大会は，四国20の大学・短期大学が参加し，本学からは25種目575人の選手
が出場しました。男子は陸上競技・バレーボール・ボート・少林寺拳法，女子は水泳競技・バレーボール・弓道で優勝しまし
た。なかでも男子バレーボール部は10連覇を果たし，もはや優勝常連となっております。
　これらの結果，女子は２位の松山大学に５点差をつけ，見事に２年連続総合優勝を果たしました。男子も健闘し総合２位と
いう結果でした。皆さん，お疲れさまでした。

〈前回クイズの回答〉

〈校友会事務局より〉

〈正解〉
　A－3・B－4・C－3・E－3・F－3
　の５つでした。

正解者全員に校友会オリジナル
QUOカード（500円）をお送りしました。

校友会館外観 校友会事務局 スタッフ一同校友会館外観 校友会事務局 スタッフ一同

添付のハガキによりご回答ください。
正解者　抽選で10名様に校友会オリジナルQUOカード
1000円分，100名様には500円分を贈呈いたします。

〔応募の〆切：平成29年５月31日（水）消印有効〕

★横のカギ　①～⑬
①　前校友会会長の名前「森本○○○」
②　腰巾着　松山にまつわる小説登場人物
③　2017年開催の国民体育大会 
④　現在の距離換算で約16㎞
⑤　行く末を心配する
⑥　愛媛の昔の名前
⑦　古代の狩猟に使った道具
⑧　松山市特産の漬け物
⑨　愛媛大学南水研が養殖している「幻の高級魚」
⑩　普通と様子が変わっていること
⑪　衣服の合わせ布地
⑫　松山と言えば！列車にも
⑬　傷が化膿した時に出るもの
★縦のカギ　あ～せ
あ　身体を支えるもの
い　目印となるもの
う　福が有る？
え　下手な俳句
お　他者に依頼してお願いすること
か　これも病の一種
き　隣の県では「うどん」
く　愛媛大学長の名前「大橋○○○○」
け　助動詞「る」の命令形
こ　教科の一つ
さ　得られる値
し　アジアで最も高い山脈
す　要領が悪いこと
せ　麦やじゃがいもなどを原料とした蒸留酒

① あ い ② 　　 う え お か

③ き

く ④

⑤ け ⑦ こ

⑥ ⑧　　　し す

⑨ さ ⑩

⑪ せ

⑫ ⑬

〈答え〉

の文字を組み合わせると校友会に関係する文言になります。

A B C D E F

1

2

3

4

■始めに，本誌も今年で第２回目の発行となりましたが，相
変わらず盛り沢山の内容を詰め込み，皆様には少々読みに
くい会報となりましたことをお詫びいたします。これも，
年１回発行の制約の中，校友会会員の皆様に校友会や愛媛
大学の情報をできるだけ多く詳細にお伝えしたいとの思い
が，この構成となりました。

　　今後とも，この校友会報が，会員の皆様と校友会並びに
母校との絆をより一層深めるツールとなるよう編集して参
りますので，ご支援のほどお願いいたします。 なお，会員
の皆様方からの情報提供もお待ちしておりますので，是非
ご投稿をお願いいたします。（Ｊ）

■定年後，校友会事務局で３年目になりますが，最近，校友
会活動に不安と危機感を抱くようになりました。それは，
いろいろな校友会のイベントを実施しても参加者が少ない
ということです。特に若手卒業生の参加者を増やさない
と，これからの校友会の発展は望めません。事務局の一員
として，更に会員情報の登録を呼びかけるとともに，各学
部同窓会と連携しながら魅力あるイベントを企画・実施で
きればと考えています。この会報誌を手にした皆さん，何
か良い方策がございましたらご提案下さい。よろしくお願
いします。 （Ｏ）

■校友会事務局にいさせていただいて，皆様の愛媛大学を大
切にされている気持ちを，いろいろな場面で感じることが
できます。愛されている大学なのだと思います。

　　愛媛大学に関わる全ての方々がつながっている場所とし
てある校友会。会報を通じてその輪がますます大きくなり
ますように。（Ｔ）

■２号目となりましたが，会員の皆様は何が知りたいでしょ
うか。ご意見や，大学の思い出とともに，昔の写真なども
ありましたら是非お寄せ下さい。お待ちしております。

　　私事ですが，マンネリ化している生活を打破しようと何
か習い事でも始めたいなと思っております。飽きっぽいの
で続くのか心配ですが，長く続く趣味になるよう楽しみた
いと思っております。（Ｍ）

　愛媛大学校友会では，大
学や校友会からの情報発信
や会員同士のネットワーク
を広げていただくために，

「登録会員」を募集してい
ます。
登録者には記念品を進呈！
是非ウェブ登録を。

愛媛大学トピックス クロスワードパズル，編集後記
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除幕を祝う大橋学長等関係者

目録の贈呈 完成した屋根付き駐輪場

女子は２年連続総合優勝 男子バレーボール10連覇

■平成28年４月に社会共創学部が設置されました。
 　愛媛大学は今年４月，新たに社会共創学部が誕生しました。42年ぶりの新学部設立ということで，地域からも大きな期待
が寄せられています。これにより愛媛大学は法文学部，教育学部，社会共創学部，理学部，医学部，工学部，農学部の７学部
となりました。
　社会共創学部は，産業マネジメント学科，産業イノベーション学科，環境デザイン学科，地域資源マネジメント学科の４学
科で，１期生191人（愛媛県内出身者約６割）を迎え，スタートしました。７月23日には開設記念式典・祝賀会が盛大に行
われました。新学部の発展に期待します。

■校友会からの寄附により愛大城北キャンパスに屋根付き駐輪場ができました。
　愛媛大学校友会は教育・研究等の運営資金として愛媛大学へ3,000万円寄附しました。
　大学ではこの寄附で学内の施設整備を行うこととなり，今回は城北キャンパス駐輪場の整備の一部に使用することとなりま
した。この整備により430台収容の屋根付き駐輪場と210台収容の仮設駐輪場が設置され，自転車通学生の利便性向上や駐
輪違反がなくなることを期待します。
　平成27年12月17日（木），学長室において森本校友会会長から大橋愛媛大学長に目録の贈呈が行われました。

■第67回四国地区大学総合体育大会（インカレ）が高知県を舞台に開催されました。
　今年で67回を迎えた四国地区大学総合体育大会は，四国20の大学・短期大学が参加し，本学からは25種目575人の選手
が出場しました。男子は陸上競技・バレーボール・ボート・少林寺拳法，女子は水泳競技・バレーボール・弓道で優勝しまし
た。なかでも男子バレーボール部は10連覇を果たし，もはや優勝常連となっております。
　これらの結果，女子は２位の松山大学に５点差をつけ，見事に２年連続総合優勝を果たしました。男子も健闘し総合２位と
いう結果でした。皆さん，お疲れさまでした。

〈前回クイズの回答〉

〈校友会事務局より〉

〈正解〉
　A－3・B－4・C－3・E－3・F－3
　の５つでした。

正解者全員に校友会オリジナル
QUOカード（500円）をお送りしました。

校友会館外観 校友会事務局 スタッフ一同校友会館外観 校友会事務局 スタッフ一同

添付のハガキによりご回答ください。
正解者　抽選で10名様に校友会オリジナルQUOカード
1000円分，100名様には500円分を贈呈いたします。

〔応募の〆切：平成29年５月31日（水）消印有効〕

★横のカギ　①～⑬
①　前校友会会長の名前「森本○○○」
②　腰巾着　松山にまつわる小説登場人物
③　2017年開催の国民体育大会 
④　現在の距離換算で約16㎞
⑤　行く末を心配する
⑥　愛媛の昔の名前
⑦　古代の狩猟に使った道具
⑧　松山市特産の漬け物
⑨　愛媛大学南水研が養殖している「幻の高級魚」
⑩　普通と様子が変わっていること
⑪　衣服の合わせ布地
⑫　松山と言えば！列車にも
⑬　傷が化膿した時に出るもの
★縦のカギ　あ～せ
あ　身体を支えるもの
い　目印となるもの
う　福が有る？
え　下手な俳句
お　他者に依頼してお願いすること
か　これも病の一種
き　隣の県では「うどん」
く　愛媛大学長の名前「大橋○○○○」
け　助動詞「る」の命令形
こ　教科の一つ
さ　得られる値
し　アジアで最も高い山脈
す　要領が悪いこと
せ　麦やじゃがいもなどを原料とした蒸留酒

① あ い ② 　　 う え お か

③ き

く ④

⑤ け ⑦ こ

⑥ ⑧　　　し す

⑨ さ ⑩

⑪ せ

⑫ ⑬

〈答え〉

の文字を組み合わせると校友会に関係する文言になります。

A B C D E F

1

2

3

4

■始めに，本誌も今年で第２回目の発行となりましたが，相
変わらず盛り沢山の内容を詰め込み，皆様には少々読みに
くい会報となりましたことをお詫びいたします。これも，
年１回発行の制約の中，校友会会員の皆様に校友会や愛媛
大学の情報をできるだけ多く詳細にお伝えしたいとの思い
が，この構成となりました。

　　今後とも，この校友会報が，会員の皆様と校友会並びに
母校との絆をより一層深めるツールとなるよう編集して参
りますので，ご支援のほどお願いいたします。 なお，会員
の皆様方からの情報提供もお待ちしておりますので，是非
ご投稿をお願いいたします。（Ｊ）

■定年後，校友会事務局で３年目になりますが，最近，校友
会活動に不安と危機感を抱くようになりました。それは，
いろいろな校友会のイベントを実施しても参加者が少ない
ということです。特に若手卒業生の参加者を増やさない
と，これからの校友会の発展は望めません。事務局の一員
として，更に会員情報の登録を呼びかけるとともに，各学
部同窓会と連携しながら魅力あるイベントを企画・実施で
きればと考えています。この会報誌を手にした皆さん，何
か良い方策がございましたらご提案下さい。よろしくお願
いします。 （Ｏ）

■校友会事務局にいさせていただいて，皆様の愛媛大学を大
切にされている気持ちを，いろいろな場面で感じることが
できます。愛されている大学なのだと思います。

　　愛媛大学に関わる全ての方々がつながっている場所とし
てある校友会。会報を通じてその輪がますます大きくなり
ますように。（Ｔ）

■２号目となりましたが，会員の皆様は何が知りたいでしょ
うか。ご意見や，大学の思い出とともに，昔の写真なども
ありましたら是非お寄せ下さい。お待ちしております。

　　私事ですが，マンネリ化している生活を打破しようと何
か習い事でも始めたいなと思っております。飽きっぽいの
で続くのか心配ですが，長く続く趣味になるよう楽しみた
いと思っております。（Ｍ）

　愛媛大学校友会では，大
学や校友会からの情報発信
や会員同士のネットワーク
を広げていただくために，

「登録会員」を募集してい
ます。
登録者には記念品を進呈！
是非ウェブ登録を。

愛媛大学トピックス クロスワードパズル，編集後記
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